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【本庁地区】
：国府台・市川・市川南・真間・新田
：平田・大洲・大和田・東大和田・稲荷木
：八幡・南八幡・菅野・東菅野・宮久保
：鬼越・鬼高・高石神・中山
：若宮・北方・本北方・北方町
：国分・中国分・須和田
：北国分・堀之内・稲越町・東国分・曽谷・下貝塚
：東浜・田尻・高谷・高谷新町・原木・二俣・二俣新町・上妙典

【大柏地区】
：南大野・大野町・柏井町・大町・奉免町

【行徳地区】
：本行徳・関ケ島・伊勢宿・下新宿・河原・下妙典・妙典・本塩・富浜・
　塩焼・末広
：押切・湊・湊新田・香取・欠真間・福栄・行徳駅前・新浜
：相之川・新井・島尻・広尾・南行徳
：宝・幸・入船・日之出・加藤新田・千鳥町・高浜町・塩浜

〔1-1-1〕市史エリア図
（「市川市都市計画基本図」〔2016年〕より作成）

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
十
一
月
に
市
川
町
・
八
幡
町
・
中
山
町
お
よ

び
国
分
村
が
合
併
し
︑
県
内
三
番
目
の
市
と
し
て
市
川
市
は
誕
生
し
た
︒

市
制
施
行
時
の
市
川
市
の
人
口
は
四
万
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
︒
一
五

年
後
の
一
九
四
九
年
十
一
月
に
は
大
柏
村
が
合
併
し
︑
市
域
の
北
部
が
形

作
ら
れ
た
︒
一
方
︑
南
部
の
行
徳
町
は
︑
合
併
問
題
で
紛
糾
し
て
い
た
︒

﹃
旧
市
史
﹄
第
四
巻
で
は
︑﹁
昭
和
二
十
八
年
四
月
十
五
日
︑行
徳
町
で
は
︑

秋
本
町
長
の
任
期
満
了
に
よ
っ
て
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

市
町
合
併
問
題
が
選
挙
戦
に
取
り
上
げ
ら
れ
︑
合
併
を
推
進
し
て
き
た
秋

本
町
長
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
松
岡
秀
男
氏
が
町
長
に
当
選
し
︑

合
併
問
題
は
振
り
出
し
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
︒﹂
と
秋
本
町
長
を
合
併

推
進
派
と
し
て
い
る
が
︑
両
町
長
の
主
張
は
逆
で
松
岡
町
長
が
合
併
推
進

派
と
す
る
指
摘
も
あ
る
︒
当
時
︑
行
徳
町
に
は
︑
合
併
に
つ
い
て
複
数
の

選
択
肢
が
あ
っ
た
こ
と
︑そ
し
て
︑そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
に
お
い
て
賛
成
・

反
対
の
激
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
混
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沌
と
し
た
状
況
を
呈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
一
九
五
五
年
三

月
に
︑
行
徳
町
は
市
川
市
と
合
併
し
た
︒
ま
た
翌
一
九
五
六
年
十
月
に
は

南
行
徳
町
も
合
併
し
︑
ほ
ぼ
現
在
の
市
川
市
域
の
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
た

の
で
あ
る
︒

本
章
で
は
︑
人
口
統
計
を
軸
に
現
代
市
川
市
の
あ
ゆ
み
を
検
討
し
︑
ま

た
︑
こ
れ
ま
で
に
市
川
市
が
発
し
て
い
る
四
つ
の
都
市
宣
言
を
︑
発
令
時

に
お
け
る
社
会
状
況
と
併
せ
︑
そ
の
折
々
に
市
川
市
が
ど
の
よ
う
な
都
市

を
め
ざ
し
て
進
ん
で
き
た
の
か
を
読
み
解
き
な
が
ら
︑
現
代
市
川
の
す
が

た
を
描
い
て
い
き
た
い
︒

ま
た
︑
検
討
す
る
に
あ
た
り
︑
人
の
動
き
（
交
通
）
と
歴
史
的
要
素
な

ど
を
考
慮
し
て
市
域
を
区
分
し
た
市
史
エ
リ
ア
図
1
︲
1
︲
1
を
用
い
る
︒

市
川
市
で
は
統
計
デ
ー
タ
を
本
庁
管
内
・
行
徳
管
内
・
大
柏
管
内
と
い
う

本
庁
・
行
徳
支
所
・
大
柏
出
張
所
に
よ
る
管
内
別
に
示
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
が
︑
本
章
で
は
︑
本
庁
地
区
（
❶
︲
❽
）︑
大
柏
地
区
（
❾
）︑
行
徳

地
区
（
❿
︲
⓭
）
と
い
う
呼
称
で
進
め
て
い
く
︒
な
お
︑
こ
の
区
分
は
本

巻
独
自
の
も
の
で
︑
市
川
市
の
行
政
区
分
と
は
関
連
が
な
い
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
︒

第1節
市
川
市
が
誕
生
す
る
ま
で

1

明
治
・
大
正
時
代
の
市
川

は
じ
め
に
︑﹃
旧
市
史
﹄
第
三
巻
で
記
さ
れ
た
高
度
経
済
成
長
期
ま
で

の
市
川
市
の
あ
ゆ
み
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
︒
一
八
六
七
（
慶
応

三
）
年
末
に
︑
王
政
復
古
が
宣
言
さ
れ
︑
約
一
か
月
後
の
正
月
三
日
に
は
︑

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
し
戊
辰
戦
争
の
口
火
が
切
ら
れ
た
︒
京
都
で

始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
は
幕
府
の
所
在
地
が
あ
る
東
へ
と
動
い
て
い
き
︑
そ

の
後
北
上
︑
翌
年
の
北
海
道
・
函
館
で
の
戦
い
を
以
て
終
結
す
る
︒
こ
の

戊
辰
戦
争
の
戦
い
の
ひ
と
つ
に
︑
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
市
川
・
船
橋

戦
争
が
あ
る
︒

一
八
六
八
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
と
の
間
で

江
戸
城
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ
︑
無
血
開
城
が
決
ま
っ
た
︒
閏

う
る
う

四
月

三
日
に
起
き
た
市
川
・
船
橋
戦
争
は
︑
江
戸
城
の
無
血
開
城
の
の
ち
最
初

に
起
き
た
交
戦
で
︑
彰
義
隊
な
ど
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
が
戦
っ
た
五
月

十
五
日
の
上
野
戦
争
よ
り
早
い
︒
市
川
・
船
橋
戦
争
の
結
果
は
︑
旧
幕
府

軍
に
よ
る
江
戸
の
地
の
奪
還
が
挫
折
し
た
こ
と
を
示
し
彼
ら
の
危
機
感
を
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増
幅
さ
せ
︑
同
時
に
︑
諸
藩
を
新
政
府
に
恭
順
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
意

義
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒

明
治
の
世
と
な
り
︑
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
︑
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
︑

三
府
三
〇
二
県
が
生
ま
れ
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
年
の
う
ち
に
第
一
次
府
県

統
合
が
行
わ
れ
︑
三
府
七
二
県
と
な
り
︑
現
在
の
市
川
市
域
は
印い

ん

旛ば

県
の

所
属
と
な
っ
た
︒
印
旛
県
の
県
庁
は
佐
倉
だ
っ
た
が
県
庁
舎
が
行
徳
の
徳

願
寺
に
仮
設
さ
れ
て
い
る
︒
行
徳
に
県
庁
舎
が
あ
っ
た
期
間
は
ご
く
わ
ず

か
だ
が
︑
東
京
に
近
い
こ
の
地
が
県
の
重
要
拠
点
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
の
証
と
も
い
え
よ
う
︒

市
川
市
域
が
変
化
す
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
︑
一
八
八
五
年
の

陸
軍
教
導
団
お
よ
び
教
導
団
病
院
の
国
府
台
移
転
で
あ
る
︒
近
世
の
時
代

よ
り
︑
江
戸
か
ら
の
遊
山
の
地
と
し
て
︑
人
々
が
訪
れ
て
い
た
国
府
台
の

地
は
︑
こ
れ
以
降
︑
観
光
の
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
︑
軍
隊
が
あ
る
町
︑

軍ぐ
ん

郷ご
う

と
し
て
新
た
な
町
場
を
形
成
し
て
い
っ
た
︒

明
治
新
政
府
と
な
っ
て
︑
二
十
余
年
を
経
て
︑
地
方
制
度
を
整
え
る
法

整
備
が
な
さ
れ
た
︒
一
八
八
八
年
制
定
の
町
村
法
で
あ
る
︒
そ
れ
に
よ
り
︑

現
在
の
市
川
市
域
に
は
︑
市
川
町
・
八
幡
町
・
行
徳
町
・
中
山
村
・
五
常

村
（
翌
年
︑
国
分
村
に
改
称
）・
大
柏
村
・
南
行
徳
村
が
発
足
し
た
︒

交
通
の
発
展
と
と
も
に
市
川
市
域
に
も
鉄
道
敷
設
の
波
が
訪
れ
︑
一
八

九
四
年
に
︑
私
設
鉄
道
の
総
武
鉄
道
が
市
川
～
佐
倉
間
で
開
通
し
︑
市
川

駅
が
開
業
︑
翌
年
に
は
中
山
（
現
・
下
総
中
山
）
駅
も
開
業
し
た
︒
一
九

〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
総
武
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
︑
一
九
〇
九
年
に
東

葛
人
車
鉄
道
が
敷
か
れ
た
︒
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
開
業
し
た
京
成

電
気
軌
道
（
現
・
京
成
電
鉄
）
は
︑
一
九
一
四
年
に
江
戸
川
を
越
え
て
鉄

路
を
つ
な
ぎ
︑
市
川
鴻
の
台
（
現
・
国
府
台
）︑
市
川
新
田
（
現
・
市
川

真
間
）
の
各
駅
が
開
業
し
た
︒
そ
の
後
も
京
成
電
気
軌
道
は
延
伸
を
続
け
︑

現
在
の
市
域
の
中
央
部
に
は
東
西
に
走
る
ふ
た
つ
の
鉄
道
が
運
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

戦
前
に
お
け
る
市
域
南
部
の
変
化
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
︑
一

九
二
〇
年
に
竣
工
し
た
江
戸
川
放
水
路
の
開
削
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
工
事
に

よ
り
当
時
の
自
治
体
域
で
あ
る
行
徳
町
は
両
岸
に
分
断
さ
れ
た
︒
現
在
の

江
戸
川
放
水
路
の
東
岸
に
あ
る
大
和
田
︑
田
尻
︑
原
木
な
ど
は
︑
か
つ
て

は
行
徳
町
の
町
域
で
あ
っ
た
し
︑
妙
典
は
放
水
路
の
東
岸
と
西
岸
の
両
側

に
そ
の
町
名
を
残
し
て
い
る
︒
陸
地
の
分
断
に
よ
っ
て
︑
人
や
モ
ノ
の
行

き
交
い
は
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒
市
域
の
中
央
部
以
北
と
江
戸
川
放

水
路
に
よ
っ
て
隔
た
っ
て
い
る
行
徳
地
域
は
︑
陸
続
き
で
あ
る
浦
安
市
域

と
つ
な
が
り
が
相
対
的
に
強
く
な
り
︑
現
代
で
は
︑﹁
浦
安
・
行
徳
地
区
﹂

な
ど
と
い
う
括
り
も
多
く
み
ら
れ
て
い
る
︒

一
方
︑
中
央
部
以
北
に
変
化
を
起
こ
す
要
因
に
な
っ
た
の
は
︑
度
重
な

る
災
害
で
あ
っ
た
︒
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
大
水
害
︑
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
の
高
潮
（﹁
大
正
六
年
の
大
津
波
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）︑

そ
し
て
︑
一
九
二
三
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
な
ど
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
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〔1-1-2〕市役所旧庁舎
（市立市川歴史博物館蔵）

の
災
害
は
東
京
東
部
に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
お
り
︑
特
に
関
東
大
震

災
の
発
生
の
後
に
は
︑
市
川
市
域
へ
被
災
し
た
人
々
が
続
々
と
避
難
し
て

き
た
︒
結
果
的
に
︑
多
く
の
人
々
が
こ
の
地
に
居
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
︑

市
川
が
住
宅
地
と
し
て
の
カ
ラ
ー
を
強
め
て
い
く
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ

る
︒

2

市
川
市
の
誕
生

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
︑
千
葉
市
︑
銚
子
市
に
つ
い
で
千
葉
県
三
番

目
の
市
と
し
て
市
川
市
は
誕
生
し
た
︒
時
に
約
八
〇
〇
〇
世
帯
︑
人
口
は

四
万
一
〇
〇
〇
人
弱
だ
っ
た
︒
市
制
施
行
の
翌
年
に
は
︑
1
︲
1
︲
2
の

よ
う
な
市
役
所
の
庁
舎
が
完
成
し
︑
総
武
線
に
市
役
所
の
最
寄
り
駅
と
な

る
本
八
幡
駅
が
︑
ま
た
京
成
本
線
に
は
中
山
鬼
越
（
現
・
鬼
越
）
駅
が
開

業
し
︑
戦
前
の
一
九
四
四
年
二
月
二
十
二
日
の
統
計
で
は
︑
人
口
は
六
万

九
七
一
一
人
を
数
え
て
い
た
︒

一
九
三
七
年
に
は
市
の
紋
章
も
決
ま
り
︑
市
営
火
葬
場
開
設
（
一
九
三

七
年
）︑
水
道
敷
設
（
一
九
三
七
年
）︑
市
立
中
学
校
開
校
（
一
九
四
三
年
）︑

市
川
保
健
所
開
設
（
一
九
四
四
年
）
と
次
々
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
が
︑
そ
の
な
か
で
一
九
三
八
年
に
は
︑
1
︲
1
︲
3
が
示
す
よ
う
に
︑

国
府
台
・
八
幡
・
法
華
経
寺
の
三
地
域
に
風
致
地
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
︒

国
府
台
地
区
で
は
﹁
江
戸
川
︑
真
間
川
︑
国
府
台
方
面
の
丘
陵
樹
木
地
帯
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下総中山駅

本八幡駅

市川駅

国府台
風致地区

本八幡駅本八幡駅

八幡風致地区

下総中山駅

八幡風致地区

法華経寺風致地区

有料道路

〔1-1-3〕設定された3か所の風致地区
（「市川市都市計画風致地区図」『市勢概要　昭和45年』より作成）

の
一
帯
﹂︑
八
幡
地
区
で
は
﹁
葛
飾
八
幡
神
社
及
び
其
の
附

近
の
松
樹
の
多
い
住
居
地
帯
﹂︑
法
華
経
寺
地
区
で
は
﹁
中

山
法
華
経
寺
を
中
心
と
す
る
一
帯
﹂
の
地
が
そ
れ
ぞ
れ
風
致

地
区
に
指
定
を
受
け
た
︒
産
業
の
急
激
な
発
展
に
よ
り
︑
次

第
に
浸
蝕
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
市
域
の
緑
地
や
樹
木
の
自
然
美

を
維
持
す
る
こ
と
が
景
観
の
美
し
さ
を
保
つ
と
同
時
に
︑
一

般
市
街
の
災
害
の
予
防
に
も
な
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
︒

施
設
の
整
備
と
同
時
に
風
致
地
区
の
設
定
を
し
た
こ
と
が
︑

の
ち
の
市
川
市
域
の
環
境
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒

終
戦
を
迎
え
た
の
ち
︑
一
九
四
九
年
に
は
︑
大
柏
村
が
市

川
市
と
合
併
し
︑
市
川
市
の
北
部
域
が
拡
が
っ
た
︒
そ
し
て
︑

一
九
五
五
年
に
行
徳
町
が
︑
翌
年
に
は
南
行
徳
町
が
市
川
市

と
合
併
し
︑
人
口
は
一
四
万
一
五
二
八
人
（
一
九
五
六
年
）︑

世
帯
数
も
二
万
九
九
一
七
世
帯
と
拡
大
し
た
︒
行
徳
町
・
南

行
徳
町
と
の
合
併
に
よ
り
︑
市
域
は
南
部
に
も
広
が
り
︑
そ

し
て
市
川
市
に
は
長
い
海
岸
線
が
生
ま
れ
た
︒

こ
う
し
て
市
川
市
は
︑
神
輿
の
屋
根
に
冠か

ん

す
る
羽
を
ひ
ろ

げ
た
大
鳥
（
鳳
凰
）
の
よ
う
な
市
域
を
形
づ
く
っ
た
の
で
あ

る
︒
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第2節
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
市
川

1

住
居
表
示
整
備
事
業

本
節
で
は
︑
高
度
経
済
成
長
期
と
呼
ば
れ
る
一
九
五
〇
か
ら
六
〇
年
代

を
概
観
し
︑
市
川
市
の
特
徴
を
探
っ
て
い
く
︒

1
︲
2
︲
1
は
︑
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成

二
七
）
年
の
市
川
市
の
人
口
の
変
遷
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
︒
一
九
六

五
年
に
一
九
万
五
九
〇
七
人
を
有
し
て
い
た
市
川
市
の
人
口
は
︑
二
〇
一

五
年
に
は
︑
四
七
万
二
三
八
七
人
と
実
に
二
・
四
一
倍
の
増
加
を
み
て
い

る
︒
都
市
部
で
見
ら
れ
る
傾
向
そ
の
ま
ま
に
︑
市
川
市
の
高
度
経
済
成
長

期
も
ま
た
︑
人
口
増
加
に
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒

最
初
に
︑
当
時
の
社
会
情
勢
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒
一
九
五
一
（
昭
和

二
六
）
年
に
連
合
諸
国
と
の
間
に
調
印
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
が
翌
年
発
効
し
︑
日
本
は
国
際
関
係
の
正
常
化
を
得
た
︒
内
閣
は
吉
田

茂
・
鳩
山
一
郎
・
石
橋
湛
山
・
岸
信
介
・
池
田
勇
人
へ
と
続
き
︑
佐
藤
栄

作
の
時
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
︒
聖
徳
太
子
が
描
か
れ
た
千
円
札
が
発

行
さ
れ
（
一
九
五
〇
年
）︑
テ
レ
ビ
の
本
放
送
開
始
（
一
九
五
三
年
）︑
東

（「町丁別住民登録人口」「町丁別男女別人口および世帯数」「町丁別世帯数および男女別人口」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-2-1〕人口の変遷（1965-2015年）



第１章　現代市川のすがた

8

京
タ
ワ
ー
が
完
成
（
一
九
五
八
年
）
と
華
や
か
な
時
代
の
一
方
で
︑
ビ
キ

ニ
環
礁
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が
被
爆
（
一
九
五
四
年
）︑
伊
勢
湾
台

風
の
甚
大
な
被
害
（
一
九
五
九
年
）
な
ど
が
起
き
た
時
期
で
も
あ
る
︒

一
九
五
九
年
五
月
に
は
︑
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
た
I
O
C
総
会
で
︑

五
年
後
の
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
大
会
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定

す
る
︒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
決
ま
っ
た
東
京
と
い
う
都
市
は
︑
単
に

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
開
催
地
と
い
う
存
在
に
甘
ん
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
︒
な
ぜ
な
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
︑
日
本
が
復
興
し
た

こ
と
を
世
界
に
示
す
意
味
も
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
に
大

規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
さ
れ
︑
五
年
の
間
に
︑
東
海
道
新
幹
線

の
敷
設
︑
首
都
高
速
道
路
の
建
設
や
幹
線
道
路
の
整
備
︑
ホ
テ
ル
ほ
か
各

種
施
設
の
拡
充
な
ど
東
京
と
い
う
都
市
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
た
︒

新
た
な
建
造
物
や
道
路
整
備
は
︑
か
つ
て
の
町
の
区
域
と
実
際
の
土
地

利
用
と
の
間
に
︑
目
に
見
え
る
誤
差
を
生
ん
で
い
っ
た
︒
例
え
ば
高
架
道

路
の
建
設
に
よ
り
︑
人
々
が
利
用
し
て
い
た
道
路
図
に
変
化
が
起
こ
り
︑

そ
れ
以
前
ま
で
の
往
来
が
不
便
に
な
っ
た
た
め
︑
生
活
の
主
軸
が
別
方
向

に
移
動
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
︒
こ
う
し
た
生
活
方
向
の
変
化
は
従

来
の
町
域
を
越
え
た
新
た
な
生
活
域
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
︒
ま
た

学
区
外
の
小
学
校
の
ほ
う
が
近
い
︑
あ
る
い
は
通
学
し
や
す
い
と
い
う

ケ
ー
ス
も
起
こ
り
︑
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
町
の
境
界
が
不
適
切
な

状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

町
の
名
前
は
︑
例
え
ば
︑
真
間
は
崖
の
意
味
を
持
ち
︑
弘
法
寺
の
前
面

に
あ
る
急
な
斜
面
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
︑
ま
た
中
山
は
︑
法
華
経

寺
の
山
号
で
あ
る
正
中
山
に
由
来
す
る
と
い
う
よ
う
に
︑
か
つ
て
の
町
の

地
形
や
特
徴
か
ら
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
︒
坂
の
上
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
坂
上
︑
下
側
な
ら
坂
下
︑
神
明
社
の
近
く
は
神
明
︑
と
い
う
よ

う
な
名
づ
け
も
多
く
︑
同
じ
よ
う
な
命
名
過
程
を
持
つ
こ
と
か
ら
特
に
大

字
よ
り
小
さ
な
行
政
区
画
と
も
い
え
る
小
字
に
は
同
一
あ
る
い
は
類
似
の

名
前
が
近
隣
に
お
い
て
存
在
し
︑
紛
ら
わ
し
い
状
態
で
あ
っ
た
︒
ま
た
土

地
に
つ
け
ら
れ
た
地
番
は
複
雑
で
︑
必
ず
し
も
順
番
通
り
に
は
配
置
さ
れ

て
お
ら
ず
︑
地
番
を
も
と
に
し
た
住
所
で
は
目
指
す
目
的
地
に
辿
り
着
く

こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
っ
た
︒
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
町
の
変
化
は
︑

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
︑
現
状
の
問
題
に
即
し
て
と
ら
れ
た

施
策
が
︑一
九
六
二
年
に
制
定
さ
れ
た
︑﹁
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
﹂（
昭

和
三
七
年
法
律
第
一
一
九
号
）
だ
っ
た
︒

こ
の
法
律
は
︑
合
理
的
な
住
居
表
示
を
実
施
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
手

続
き
方
法
を
定
め
た
も
の
で
︑
街
区
を
設
定
し
︑
そ
の
な
か
で
︑
右
回
り

に
番
号
を
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
同
じ
地
番
の
中
に
複
数
の
住
居
が

あ
る
場
合
で
も
︑
到
達
が
可
能
な
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
︒
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
住
居
表
示
の
実
施
は
︑
変

貌
の
最
中
に
あ
る
東
京
だ
け
で
な
く
日
本
全
国
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

た
︒
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市
川
市
で
も
︑
住
居
表
示
の
法
制
化
に
よ
り
︑
そ
の
整
備
事
業
を
至
急

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
市
川
市
で
は
︑
同
法
制
定
の
翌
一
九
六

三
年
に
︑﹁
市
川
市
住
居
表
示
審
議
会
条
例
﹂（
昭
和
三
八
年
条
例
第
四
五

号
）
を
制
定
し
︑
そ
の
年
度
か
ら
基
礎
資
料
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
︒
翌
一
九
六
四
年
に
は
︑﹁
市
川
市
住
居
表
示
整
備
実
施
基
準
﹂（
二
月

二
十
八
日
制
定
）
に
お
い
て
︑
町
名
の
名
称
の
決
め
方
︑
町
の
形
状
及
び

規
模
︑
町
の
境
界
︑
丁
目
の
数
︑
表
示
板
の
原
則
な
ど
一
五
の
項
目
を
定

め
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
町
の
名
称
の
決
め
方
に
つ
い
て
は
︑

（
一
）
町
名
は
︑
原
則
と
し
て
現
代
か
な
づ
か
い
及
び
当
用
漢
字
の
範

囲
に
お
い
て
定
め
る
︒

（
二
）
町
名
は
︑
簡
明
で
語
調
が
よ
く
好
感
が
持
て
︑
親
し
み
の
あ
る

も
の
を
選
ぶ
︒

（
三
）
発
音
の
難
解
の
も
の
︑
長
す
ぎ
る
も
の
︑
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
︑

市
内
に
お
い
て
同
名
又
は
類
似
す
る
も
の
等
は
採
用
し
な
い
︒

（﹃
市
川
市
の
住
居
表
示
﹄
市
川
市
総
務
部
庶
務
課
）

と
基
準
を
示
し
︑
町
名
の
重
複
や
混
同
を
避
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

市
川
市
は
︑
こ
の
整
備
実
施
基
準
を
も
と
に
一
九
六
四
年
度
か
ら
﹁
第
一

期
住
居
表
示
実
施
計
画
﹂
を
立
て
︑
整
備
事
業
に
着
手
し
て
い
る
︒

市
川
市
に
は
﹃
市
勢
概
要
﹄（
年
度
に
よ
っ
て
は
﹃
市
政
概
要
﹄）
と
い

う
︑
市
川
市
議
会
事
務
局
が
市
政
全
般
に
わ
た
る
主
要
事
務
を
編
さ
ん
し

て
毎
年
刊
行
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
︒
そ
の﹃
市
勢
概
要

昭
和
三
九
年
﹄

の
な
か
で
︑
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
述
が
あ

る
︒

従
来
か
ら
慣
習
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
住
居
表
示
と
し
て
町
名
地
番

制
度
は
近
年
益
々
そ
の
混
乱
の
度
を
た
か
め
市
民
の
日
常
生
活
に
い

ち
じ
る
し
い
不
便
を
与
え
て
お
り
市
の
行
政
事
務
は
勿
論
︑
運
輸
︑

通
信
集
配
等
の
産
業
経
済
上
に
も
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る

と
日
常
生
活
と
経
済
的
観
点
か
ら
︑
そ
の
必
要
性
を
述
べ
て
お
り
︑
一
九

六
七
年
三
月
ま
で
整
備
事
業
を
行
い
た
い
と
し
て
い
る
︒

計
画
段
階
で
の
実
施
予
定
区
域
は
︑
一
九
六
四
年
度
に
は
︑
国
府
台
地

区
・
根
本
地
区
・
真
間
地
区
・
新
田
地
区
・
須
和
田
地
区
︑
一
九
六
五
年

度
に
は
︑
新
田
地
区
・
八
幡
地
区
・
菅
野
地
区
・
平
田
地
区
・
須
和
田
地

区
・
大
洲
地
区
︑
一
九
六
六
年
度
に
は
︑
八
幡
地
区
・
菅
野
地
区
・
北
方

地
区
・
中
山
地
区
・
若
宮
地
区
・
鬼
越
地
区
・
鬼
高
地
区
・
稲と

う

荷か

木ぎ

地
区

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
︑
実
施
予
定
面
積
は
︑
三
年
間
で
︑
一
五
・
三
一
一

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
約
四
六
三
万
一
〇
〇
〇
坪
）
に
及
ん
で
い
た
︒

1
︲
2
︲
2
は
︑
一
九
八
五
年
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
だ
が
︑
そ
の
実

施
実
績
を
見
る
と
︑
第
一
期
は
︑﹃
市
勢
概
要

昭
和
三
九
年
﹄
に
挙
げ
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年度 1964
（昭和39）

1965
（昭和40）

1966
（昭和41）

1967
（昭和42）

1968
（昭和43）

1969
（昭和44） 計

面積（㎢） 1.728 2.632 3.407 2.698 0.425 3.561 14.451

世帯 9,913 7,804 17,426 15,565 2,098 14,222 67,028

人口 28,817 21,883 44,788 39,763 4,974 40,852 181,077

対象
町丁 エリア 対象

町丁 エリア 対象
町丁 エリア 対象

町丁 エリア 対象
町丁 エリア 対象

町丁 エリア

市川 ❶ 国府台 ❶ 市川南
5丁目 ❶ 新田 ❶ 南八幡

2丁目 ❸ 北方 ❺

市川南 ❶ 真間 ❶ 菅野 ❸ 平田 ❷ 東大和田 ❷ 本北方 ❺

実施区域
須和田 ❻ 八幡 ❸ 大洲 ❷ 若宮 ❺

東菅野 ❸ 大和田 ❷ 鬼越 ❹
南八幡 ❸ 鬼高 ❹

高石神 ❹
中山 ❹

1964年度 市川
市川南

1965年度
国府台
真間
須和田

1966年度

市川南5丁目
菅野
八幡
東菅野
南八幡

1967年度

新田
平田
大洲
大和田

1968年度 南八幡2丁目
東大和田

1969年度

北方
本北方
若宮
鬼越
鬼高
高石神
中山

ら
れ
た
計
画
よ
り
や
や
少
な
い
一
四
・
四
五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
住

居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

表
に
は
︑
一
九
六
四
年
度
に
市
川
南
と
一
九
六
六
年
度
に
市
川
南
五
丁

目
︑
お
よ
び
一
九
六
六
年
度
に
南
八
幡
と
一
九
六
八
年
度
に
南
八
幡
二
丁

目
と
い
う
重
複
表
記
に
見
え
る
町
丁
区
分
が
あ
る
︒
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
︑
少
し
考
え
て
み
よ
う
︒

一
九
六
四
年
度
の
市
川
南
は
︑
か
つ
て
の
市
川
町
と
新
田
町
の
一
部
か

ら
市
川
南
と
い
う
町
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
た
時
期
で

あ
る
︒
そ
し
て
︑
一
九
六
五
年
度
ま
で
に
市
川
南
は
一
～
四
丁
目
ま
で
が

整
備
さ
れ
︑
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
︒
こ
の
時
点
で
の
ち
に
五
丁
目
と

な
る
地
域
が
市
川
町
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
残
さ
れ
た
住
居

表
示
の
整
備
は
続
き
︑
市
川
南
に
五
丁
目
が
で
き
︑
市
川
町
が
消
滅
し
た

の
が
一
九
六
六
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

注）エリア欄は、〔1-1-1〕市史エリア図で区分したナンバー
（「第1期住居表示実施実績一覧」『市政概要　昭和60年度版』より作成）

〔1-2-2〕第1期住居表示事業概要

（「第1期住居表示実施実績一覧」『市政
概要　昭和60年度版』より作成）

〔1-2-3〕第1期住居表示年度別
実施町域
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同
様
に
︑
南
八
幡
も
一
九
六
六
年
度
に
八
幡
町
と
稲
荷
木
︑
田
尻
︑
鬼

高
町
の
一
部
か
ら
新
た
に
南
八
幡
と
い
う
町
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
を

行
い
︑
一
九
六
七
年
度
に
南
八
幡
一
丁
目
と
三
丁
目
か
ら
五
丁
目
に
住
居

表
示
が
実
施
さ
れ
た
︒
こ
の
時
点
で
は
︑
の
ち
の
二
丁
目
地
区
だ
け
が
未

実
施
で
あ
り
︑
丁
目
と
し
て
は
穴
の
開
い
た
状
況
で
あ
っ
た
︒
一
九
六
八

年
度
に
二
丁
目
の
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
︑
こ
こ
に
お
い
て
南
八
幡
は
一

丁
目
か
ら
五
丁
目
が
初
め
て
揃
っ
た
の
で
あ
る
︒

1
︲
2
︲
3
は
︑
第
一
期
住
居
表
示
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
町
域
だ

け
を
年
度
別
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
︒
当
時
︑
市
川
市
の
な
か
で
も
人
口

が
集
中
し
て
い
た
総
武
線
お
よ
び
京
成
本
線
の
沿
線
を
中
心
と
し
て
︑
最

初
の
住
居
表
示
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
市
史

エ
リ
ア
図
に
当
て
は
め
て
み
る
と
︑
須
和
田
を
除
け
ば
︑
❶
❷
❸
❹
❺
と

な
る
︒
そ
し
て
︑
市
川
市
の
中
央
部
を
横
断
す
る
両
路
線
の
沿
線
が
完
了

し
た
の
ち
︑
住
居
表
示
整
備
事
業
は
市
川
市
東
端
の
中
山
地
区
か
ら
北
に

向
か
っ
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

2

工
業
の
発
達

住
居
表
示
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
時
期
で
も
︑
市
川
市
の
人
口

は
増
え
続
け
た
︒
先
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に

一
九
万
五
九
〇
七
人
だ
っ
た
市
川
市
の
人
口
は
︑
わ
ず
か
五
年
後
の
一
九

七
〇
年
に
は
︑
二
四
万
七
七
〇
〇
人
を
数
え
て
︑
そ
の
増
加
率
は
︑
一
・

二
六
倍
と
な
っ
て
い
る
︒
一
九
六
四
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
す
る
東
京
の
再
開
発
に
よ
り
︑
就
労
現
場
は
急
増
し
︑
東
京
に
は
大

量
の
労
働
力
が
流
入
し
た
︒
加
え
て
都
市
の
成
熟
は
大
き
な
魅
力
を
生
み
︑

地
方
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ
︑
そ
の
結
果
︑
東
京
は
人
口
過
剰
と
な
り
︑
住

宅
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
︒
居
住
地
は
周
辺
地
域
に
拡
大
し
︑
市

川
市
に
も
多
く
の
人
々
が
住
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
当
時
の
市
川
市
や
︑

東
京
都
に
隣
接
す
る
同
様
の
周
辺
都
市
は
︑
人
口
の
増
加
が
著
し
く
住
宅

難
の
悩
み
が
解
消
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
︑
低
家
賃
の
市
営
住
宅

の
建
設
な
ど
の
施
策
も
と
ら
れ
た
︒

市
川
市
の
人
口
増
加
は
︑
東
京
で
の
労
働
力
を
提
供
す
る
住
民
の
移
入

だ
け
が
主
な
理
由
だ
ろ
う
か
︒
現
在
で
は
︑
住
宅
都
市
の
印
象
が
強
い
市

川
市
で
あ
る
が
︑
か
つ
て
は
農
地
が
広
が
り
︑
ま
た
工
場
が
多
く
操
業
し

て
お
り
︑
工
場
の
中
で
も
︑
特
に
製
造
業
の
多
さ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
地

域
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
に
も
市
川
市
の
人
口
増
加
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
だ
︒

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
続
き
一
九
七
〇
年
に
は
︑大
阪
万
国
博
覧
会（
以

下
︑
大
阪
万
博
）
が
日
本
で
最
初
の
国
際
博
覧
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
︒

大
阪
万
博
は
︑
会
期
が
三
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
の
一
八
三
日

間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
︑
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
異
な
る
特
需
を
社
会

に
も
た
ら
し
た
︒
景
気
の
上
昇
は
各
所
で
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
︒
生
活
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〔1-2-4〕市川駅前の集団就職出迎えの様子（1961年）
（市川商工会議所蔵）

面
に
お
い
て
は
︑
団
地
と
呼
ば
れ
る
集
合
住
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
︑
食
寝

分
離
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
や
水
洗
ト
イ
レ
が
備
わ
る
仕
様
は
︑
モ
ダ

ン
な
生
活
へ
の
憧
れ
を
生
ん
だ
︒
公
団
住
宅
で
は
応
募
資
格
の
ひ
と
つ
で

あ
る
年
収
が
比
較
的
高
い
設
定
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
居
希

望
者
は
多
く
︑
高
倍
率
と
な
っ
た
団
地
が
続
出
し
た
︒
ま
た
︑
一
九
五
〇

年
代
後
半
に
︑
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
た
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
の

家
電
製
品
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
︑
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
︑
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
・
ク
ー
ラ
ー
・
自
動
車
が
新
・
三
種
の
神
器
と
し
て
︑
盛
ん
に
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
生
活
様
式
の
変
化
や
生
活

用
品
の
進
歩
に
よ
り
︑
イ
ン
フ
ラ
以
外
の
産
業
に
も
拍
車
が
か
か
り
︑
製

造
業
は
繁
忙
を
極
め
た
︒
現
在
の
製
造
業
の
多
く
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
︑
人
手
に
頼
る
部
分
が
減
少
し
て
い
る
が
︑

か
つ
て
の
製
造
業
は
︑
労
働
力
に
よ
る
業
務
の
割
合
が
大
き
い
労
働
集
約

型
産
業
が
多
か
っ
た
︒
つ
ま
り
こ
の
時
代
の
製
造
業
の
現
場
に
は
︑
多
く

の
労
働
力
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

市
川
市
は
江
戸
川
と
い
う
河
川
に
面
し
て
い
た
こ
と
︑
ま
た
国
鉄
（
当

時
）
に
よ
る
貨
物
輸
送
が
可
能
な
こ
と
な
ど
製
造
業
に
と
っ
て
良
好
な
立

地
条
件
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
多
く
の
中
小
の
製
造
業
が
集
ま
っ
て

い
た
︒
労
働
集
約
型
産
業
を
中
心
と
し
た
製
造
業
の
繁
栄
は
大
き
な
雇
用

を
可
能
に
す
る
こ
と
か
ら
︑
市
川
市
に
は
東
京
に
働
き
に
行
く
住
民
だ
け

で
な
く
︑
市
川
市
内
で
勤
労
す
る
住
民
も
多
く
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
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年度 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

課に属さない職員 1 1 1 1 1 2 3 1 2

商工振興課 6 19 15 19 14 20 20 19 23 17 16

勤労福祉センター 5 7 15 18 17 17

消費生活課 11 14 13

農政課 21 21 15 19 18 18 17 15 13 15 13

地方卸売市場 13 1 13 8 9 7 7

業務課 13

小計※ 28 41 59 74 74 65 65 61 44 32 31

観光交流推進課 5 7

　合　計 28 41 59 74 74 65 65 61 44 37 38

ま
た
︑
工
場
に
は
常
に
若
年
労
働
力
も
求
め
ら
れ
た
︒
当
時
は
︑
終
身

雇
用
の
労
働
形
態
が
主
流
で
︑
仕
事
の
熟
練
（
教
育
）
は
︑
企
業
内
で
行

わ
れ
て
い
た
︒
そ
れ
は
若
者
を
雇
用
し
︑
仕
事
を
教
え
︑
技
術
を
企
業
内

で
磨
き
︑
定
年
ま
で
の
長
期
勤
労
に
よ
り
会
社
に
還
元
さ
れ
る
︑
と
い
う

考
え
方
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
若
年
労
働
力
を
求
め
る
企
業
は
︑
地
方

に
も
人
材
を
多
く
求
め
︑
そ
れ
に
応
じ
て
集
団
就
職
で
市
川
市
に
働
き
に

き
た
青
少
年
が
多
く
見
ら
れ
た
︒
集
団
就
職
と
は
︑
一
般
に
地
方
の
中
学

校
や
高
等
学
校
の
新
卒
者
が
集
団
で
都
市
部
に
就
職
す
る
こ
と
を
い
い
︑

特
に
高
度
経
済
成
長
期
の
一
九
六
〇
年
代
の
集
団
就
職
を
指
す
こ
と
が
多

い
︒
1
︲
2
︲
4
は
︑
一
九
六
一
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
︒
ま
だ

平
屋
の
駅
舎
だ
っ
た
市
川
駅
を
背
景
に
青
少
年
た
ち
が
列
を
作
っ
て
い
る
︒

ス
ー
ツ
を
着
た
数
人
の
男
性
が
最
前
列
を
歩
き
︑
う
ち
︑
何
人
か
は
手
に

旗
を
持
っ
て
い
る
︒
こ
の
写
真
は
︑﹁
金
の
卵
﹂
と
よ
ば
れ
た
青
少
年
た

ち
が
出
迎
え
の
旗
に
先
導
さ
れ
て
︑
就
職
先
に
向
か
う
シ
ー
ン
で
︑
映
像

の
世
界
で
も
よ
く
目
に
す
る
︒
こ
れ
は
時
代
を
象
徴
す
る
光
景
だ
か
ら
で

あ
る
︒
1
︲
2
︲
4
は
︑
市
川
市
で
も
︑
そ
の
よ
う
な
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
り
︑
こ
の
地
が
労
働
市
場
に
お

い
て
活
気
を
呈
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
︒
市
川
市
に
は
︑
集
団

就
職
で
上
京
し
た
青
少
年
た
ち
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
雇
用
能
力
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
︒

1
︲
2
︲
5
は
︑
商
工
業
の
振
興
な
ど
を
所
管
す
る
部
署
に
配
置
さ
れ

※　合計から「観光交流推進課」人員数を除いた数値
（「市職員配置表」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-2-5〕経済部職員配置数（1965-2015年度）
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経済部職員割合（小計） 経済部職員割合（合計）

(年度）

た
市
川
市
職
員
の
人
員
数
を
示
し
た
表
で
あ
る
︒
部
課
は
幾
度
と
な
く
組

織
の
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
表
は
︑
二
〇
一
五
（
平
成

二
七
）
年
度
の
経
済
部
組
織
を
基
本
と
し
て
︑
そ
こ
に
繋
が
る
過
去
の
同

様
の
業
務
の
人
員
数
を
組
み
込
ん
で
作
成
し
た
︒
係
や
班
の
合
併
・
分
割

な
ど
も
あ
り
︑
正
確
な
数
値
が
得
ら
れ
な
い
箇
所
も
あ
る
が
︑
概
ね
流
れ

は
追
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
︒
ま
た
︑
二
〇
一
五
年
現
在
︑
経
済
部
の

課
構
成
に
は
観
光
交
流
推
進
課
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
︑
二
〇
〇
五
年
の

デ
ー
タ
ま
で
に
は
観
光
に
か
か
る
課
は
経
済
部
の
所
管
で
は
な
か
っ
た
︒

そ
の
た
め
同
課
員
を
除
い
た
経
済
部
職
員
の
人
員
数
を
示
し
た
も
の
が
小

計
欄
で
あ
る
︒

小
計
欄
か
ら
は
︑
経
済
部
の
職
員
数
が
最
大
値
と
な
っ
て
い
る
の
は
︑

一
九
八
〇
年
・
一
九
八
五
年
で
︑
人
員
は
七
四
人
を
数
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
︒
そ
の
後
︑
人
員
は
減
少
し
て
い
き
︑
近
年
で
は
︑
最
盛
期
の
半

数
以
下
の
三
〇
人
前
半
で
職
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
︒
次
に
市
川
市
職
員

総
数
か
ら
経
済
部
組
織
の
人
員
の
割
合
を
み
た
も
の
が
︑
1
︲
2
︲
6
で
︑

職
員
数
で
最
大
値
を
示
し
た
一
九
八
〇
年
と
一
九
八
五
年
の
割
合
は
そ
れ

ぞ
れ
︑
市
職
員
総
数
の
二
・
二
％
︑
二
・
〇
五
％
と
な
っ
て
い
る
︒

1
︲
2
︲
6
の
中
で
最
も
割
合
が
高
い
の
は
︑
一
九
七
五
年
で
︑
数
値
は

二
・
六
七
％
で
あ
る
︒
ま
た
︑
そ
れ
以
前
の
一
九
六
五
年
・
一
九
七
〇
年

も
︑
そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
九
％
︑
二
・
四
一
％
と
︑
と
も
に
一
九
八
〇
年
以

降
よ
り
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
︒

〔1-2-6〕経済部職員割合（1965-2015年度）

（「市職員配置表」『市川市統計年鑑』各年度より作成）
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そ
の
後
︑
全
庁
的
に
職
員
数
が
減
少
し
て
い
く
な
か
︑
二
〇
一
五
年
の

経
済
部
の
職
員
数
も
観
光
交
流
推
進
課
の
二
名
増
員
が
あ
っ
て
も
︑
二
〇

一
〇
年
の
一
・
〇
九
％
か
ら
一
・
一
七
％
へ
と
わ
ず
か
に
上
昇
し
た
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
︒
職
員
数
の
増
減
と
商
工
業
の
盛
衰
が
そ
の
ま
ま
一
致
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
配
置
人
員
や
そ
の
割
合
の
多た

寡か

か
ら
︑
一
九
六
五

年
こ
ろ
に
は
経
済
部
の
業
務
が
繁は

ん

多た

で
あ
り
︑
市
川
市
の
商
工
業
が
活
況

を
呈
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

3

若
年
労
働
者
の
健
全
育
成

市
川
市
で
働
く
若
年
労
働
者
に
つ
い
て
︑
も
う
少
し
み
て
み
よ
う
︒
現

在
︑
総
武
線
の
本
八
幡
駅
と
下
総
中
山
駅
の
中
ほ
ど
に
︑
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト

ン
プ
ラ
ザ
・
県
立
現
代
産
業
科
学
館
・
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
が
建
っ
て

お
り
︑
多
く
の
市
民
が
集
ま
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
エ
リ
ア
が
︑

か
つ
て
日
本
毛
織
中
山
工
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
︑
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒

こ
の
地
に
は
︑
当
初
︑
上
毛
モ
ス
リ
ン
株
式
会
社
と
い
う
会
社
が
あ
っ
た

が
︑
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
と
関
東
大
震
災
の
損
害
な
ど
に
よ
り
︑

大
正
末
に
経
営
破
綻
し
た
︒
工
場
は
競
売
に
付
さ
れ
た
が
入
札
者
が
な
く
︑

同
社
の
中
山
工
場
・
館
林
工
場
の
社
債
受
託
を
し
て
い
た
日
本
興
業
銀
行

が
共
立
モ
ス
リ
ン
株
式
会
社
を
設
立
し
競
落
し
た
︒
一
九
二
七（
昭
和
二
）

年
か
ら
稼
働
し
た
共
立
モ
ス
リ
ン
株
式
会
社
を
︑
日
本
興
業
銀
行
と
と
も

に
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
が
︑
日
本
毛
織
株
式
会
社
で
あ
る
︒

一
九
四
一
年
︑
国
策
に
対
応
す
る
意
向
も
あ
り
︑
日
本
毛
織
は
共
立
モ

ス
リ
ン
を
吸
収
合
併
す
る
︒
こ
こ
に
日
本
毛
織
中
山
工
場
が
誕
生
し
た
︒

日
本
毛
織
中
山
工
場
は
︑
最
盛
期
に
は
約
二
八
〇
〇
人
も
の
従
業
員
が
勤

務
し
て
い
た
当
時
の
市
川
市
随
一
の
大
企
業
だ
っ
た
︒

織
物
工
場
の
特
色
と
し
て
︑
従
業
員
に
は
若
い
女
性
が
多
か
っ
た
︒

1
︲
2
︲
7
は
︑
共
立
モ
ス
リ
ン
株
式
会
社
の
文
化
活
動
の
絵
は
が
き
で
︑

割
烹
・
茶
の
湯
・
生
け
花
を
学
ぶ
女
子
従
業
員
の
姿
が
写
っ
て
い
る
︒
共

立
モ
ス
リ
ン
を
引
き
継
い
だ
日
本
毛
織
中
山
工
場
で
は
︑
戦
前
期
か
ら
労

働
組
合
で
は
な
い
が
︑
各
工
場
に
﹁
部
会
﹂
と
呼
ば
れ
る
従
業
員
組
合
が

あ
り
︑
共
済
の
ほ
か
︑
教
養
や
運
動
︑
娯
楽
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
た
︒

戦
後
︑
日
本
毛
織
の
な
か
で
最
初
の
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
後
で
も
︑

そ
の
事
業
は
継
続
し
て
お
り
︑
日
本
毛
織
の
社
史
で
あ
る
﹃
日
本
毛
織
六

十
年
史
﹄
に
は
︑
中
山
工
場
の
演
劇
部
や
合
唱
部
が
活
動
し
て
い
る
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
日
本
毛
織
中
山
工
場
の
よ
う
な
大
企
業
に
は
福
利
厚
生
も

整
っ
て
い
た
が
︑
当
時
の
市
川
市
に
大
規
模
事
業
所
は
少
な
く
︑
市
川
市

域
で
働
く
若
年
労
働
者
は
︑
多
く
の
場
合
︑
そ
の
就
労
先
は
中
小
企
業
で

あ
っ
た
︒
中
小
企
業
の
場
合
︑
従
業
員
の
人
数
に
も
限
り
が
あ
り
︑
そ
の

た
め
︑
職
場
で
は
同
年
代
の
仲
間
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
︒
遠

く
故
郷
を
離
れ
て
働
く
青
少
年
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
︑
市
川
市
は
施
策
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〔1-2-7〕共立モスリン従業者の文化活動
（絵葉書「共立モスリン株式会社中山工場」、個人蔵）

を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
︒

一
九
六
五
年
十
二
月
十
二
日
︑
八
幡
町
五
丁
目
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

が
開
館
す
る
︒
そ
の
目
的
は
︑﹁
中
小
企
業
に
働
く
青
少
年
の
福
祉
を
増

進
し
︑
勤
労
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
︑
生
産
性
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
﹂（﹃
市
勢
概
要

昭
和
四
〇
年
﹄）
で
あ
っ
た
︒
四
年

後
の
一
九
六
九
年
に
は
︑
勤
労
ホ
ー
ム
・
青
少
年
ホ
ー
ム
・
老
人
ホ
ー
ム

及
び
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
を
備
え
た
勤
労
福
祉
会
館
が
開
館
す
る
︒

﹁
勤
労
﹂
と
冠
し
て
い
る
が
︑
こ
の
ホ
ー
ム
は
使
用
料
金
を
設
定
す
る
こ

と
で
︑
利
用
対
象
を
勤
労
者
に
限
定
せ
ず
︑
広
く
一
般
市
民
の
文
化
教
養

の
向
上
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒
そ
の
な
か
で
︑
青
少

年
ホ
ー
ム
は
中
小
企
業
に
働
く
青
少
年
の
健
全
な
る
育
成
の
場
と
い
う
観

点
か
ら
︑
無
料
で
開
放
さ
れ
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
施
設
は
全
国
各
地
で

設
置
さ
れ
た
模
様
だ
が
︑
条
例
で
確
認
で
き
た
近
隣
の
自
治
体
を
み
て
み

る
と
︑
千
葉
県
野
田
市
で
は
一
九
七
二
年
︑
茨
城
県
土
浦
市
で
は
︑
一
九

七
一
年
の
開
設
で
あ
っ
た
︒
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
︑
国
の
規
定

が
で
き
た
の
は
一
九
七
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
︒﹁
勤
労
青
少
年
福
祉
法
﹂

（
昭
和
四
五
年
法
律
第
九
八
号
）
に
よ
っ
て
︑
地
方
公
共
団
体
は
必
要
に

応
じ
︑
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
た
︒
市
川
市
で
は
国
の
法
整
備
よ
り
︑
五
年
も
前
に
施
設
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
若
年
労
働
者
に
対
す
る
行
政
の
積
極
的

な
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒
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講座名 実施回数 受講延人数
陶芸 7 36 

バドミントン 6 74 

バレーボール 9 126 

洋裁 14 103 

ジャズ 4 24 

料理 9 136 

手編 10 204 

菓子作り 4 40 

手話 11 596 

花道 8 41 

茶道 11 161 

着付 17 153 

社交ダンス（初級） 2 68 

社交ダンス（中級） 4 65 

バスケットボール 4 29 

絵画 9 85 

英会話 11 93 

救急法 9 175 

ボウリング 6 88 

農業 6 117 

自動車 11 184 

山歩き 9 89 

合唱 9 40 

エアロビクス 6 107 

レクリエーション 5 64 

話し方 1 12 

青春セミナー 4 42 
アイス・スケート 3 45 
地球を考える 1 12 

計 210 3,009 

で
は
︑
市
川
市
の
施
設
で
は
次
代
を
支
え
る
青
少
年
の
余
暇
に
対
し
︑

ど
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
少
し
後
の
時
期
に
な
っ
て

し
ま
う
が
︑
一
九
八
四
年
度
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
活
動
を
み
て
み
よ

う
︒
1
︲
2
︲
8
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
講
さ
れ
た
講
座
で
あ
る
︒

一
九
八
四
年
度
は
二
九
の
講
座
が
︑
延
べ
二
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
る
︒
講
座
は
︑
運
動
・
教
養
・
芸
術
・
実
用
・
趣
味
と
そ
の
内
容

は
多
様
で
︑
受
講
人
数
は
延
べ
三
〇
〇
九
人
を
数
え
た
︒
単
純
計
算
を
す

れ
ば
︑
一
教
室
平
均
一
四
人
と
な
る
の
で
︑
受
講
者
で
あ
る
青
少
年
の
友

だ
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
︒

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
︑
講
座
以
外
に
も
青
少
年
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
様
々
な
行
事
を
企
画
し
て
い
た
︒
同
年
に
実
施
さ
れ
た
行
事
は
︑

春
の
バ
ス
・
ハ
イ
ク
（
野
田
・
清
水
公
園
）︑
運
動
会
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
／
国
府
台
）
や
秋
の
キ
ャ
ン
プ
（
清
和
県
民
の
森
）︑
冬
の

ス
キ
ー
（
菅
平
高
原
峰
の
原
ス
キ
ー
場
／
三
泊
四
日
う
ち
車
中
一
泊
）
な

ど
で
︑
年
間
を
通
し
て
︑
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
行
事
が
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
︒
そ
の
な
か
に
は
︑
市
川
市
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
単
独
の

行
事
も
あ
れ
ば
︑
他
所
と
の
共
催
で
実
施
さ
れ
て
い
る
企
画
も
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
活
動
場
所
と
し
て
︑
自
主
的
に
活
動
す

る
サ
ー
ク
ル
は
一
九
八
四
年
度
で
は
︑
二
四
団
体
を
数
え
た
が
︑
サ
ー
ク

ル
活
動
に
お
い
て
も
他
所
と
の
交
流
は
確
認
で
き
る
︒
一
例
を
挙
げ
る
と
︑

（「勤労青少年ホーム講座・サークル活動」
『市政概要　昭和60年度版』より作成）

〔1-2-8〕勤労青少年ホームの開講講座
（1984年度）
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茶
道
部
は
八
千
代
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
た
び
た
び
交
流
会
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
︒

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
︑
デ
ィ
ス
コ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
︑
ダ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
ー
︑
バ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
合
計
五
回
開
催
さ
れ
て
い
る
︒
サ
ー

フ
ァ
ー
デ
ィ
ス
コ
が
流
行
し
︑
都
心
で
は
各
フ
ロ
ア
ー
に
デ
ィ
ス
コ
が
展

開
す
る
雑
居
ビ
ル
が
賑
わ
っ
て
い
た
当
時
︑〝
健
全
〟
に
ダ
ン
ス
や
音
楽

を
楽
し
め
る
よ
う
企
画
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
前
述
し
た
よ
う
に

中
小
企
業
で
は
︑
同
年
代
の
同
僚
も
多
く
は
な
く
︑
異
性
と
の
出
会
い
の

機
会
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
企
画
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
︒

多
く
の
若
者
に
︑
市
川
市
で
働
き
︑
や
が
て
家
庭
を
持
ち
︑
そ
し
て
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
︑
今
も
昔
も
行
政
が
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
︒

4

交
通
事
情
の
悪
化

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
流
行
と
な
っ
た
新
・
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
︑

自
動
車
の
普
及
は
︑
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
1
︲
2
︲
9
は
︑

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
か
ら
二
五
年
間
の
二
輪
車
︑
軽
自
動
車
を
含

む
日
本
国
内
の
自
動
車
保
有
台
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
終
戦

の
年
の
一
九
四
五
年
に
は
約
一
四
万
台
だ
っ
た
我
が
国
の
自
動
車
保
有
台

数
は
︑
翌
一
九
四
六
年
こ
そ
︑
約
一
一
万
台
と
減
少
し
た
も
の
の
︑
一
九

注） 1  保有台数は二輪車、軽自動車を含む総数
2  沖縄県の保有台数は除く
3  小型特殊および軽自動車の農耕車及び特殊車は含まない

（大阪府環境農林水産部環境管理室交通環境課資料「大阪府における自動車環境対策のあゆみ 平成25年版 付属資料」より作成）

〔1-2-9〕日本国内の自動車保有台数の推移
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五
五
年
に
は
約
一
三
四
万
台
に
増
加
し
て
い
る
︒
終
戦
時
の
約
九
・
六
倍
︑

減
少
時
の
一
九
四
六
年
と
比
較
す
る
と
︑
約
一
二
・
二
倍
で
あ
る
︒
そ
の

後
も
自
動
車
の
普
及
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
︑
一
九
六
九
年
に
は
一
四
〇
〇

万
台
を
数
え
︑
一
九
四
五
年
か
ら
の
四
半
世
紀
で
︑
一
〇
〇
倍
に
迫
る
保

有
台
数
と
な
っ
た
︒
日
本
は
急
速
に
ク
ル
マ
社
会
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
︒そ

れ
に
対
し
︑
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
同
様
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
進
ま
な
い
︒

市
川
市
で
も
状
況
は
同
じ
だ
っ
た
︒
市
で
は
︑
道
路
に
つ
い
て
﹁
満
足
す

べ
き
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
ず
﹂︑
と
現
状
を
分
析
し
︑﹁
人
口
増
に
伴
い

諸
交
通
の
激
増
は
各
道
路
交
通
事
情
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
現
状
で
︑
加
え

て
市
道
の
大
半
が
巾ふ

く

員い
ん

四
ｍ
以
下
の
未
改
良
道
路
で
あ
る
の
で
こ
れ
が
改

修
を
順
次
進
め
る
計
画
﹂（﹃
市
勢
概
要

昭
和
四
〇
年
﹄）
と
︑
道
路
行

政
が
緊
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
道
路
の
新
設
・
改

修
工
事
は
一
朝
一
夕
に
完
了
す
る
も
の
で
は
な
い
︒
道
幅
に
余
裕
が
な
く
︑

舗
装
状
態
な
ど
道
路
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
に
も
関
わ
ら
ず
︑
自
動

車
台
数
は
増
加
し
︑
そ
の
た
め
に
多
発
す
る
交
通
事
故
は
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
た
︒

1
︲
2
︲
01
は
︑一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
九
年
の
一
五
年
間
の
市
川
・

浦
安
市
域
の
交
通
事
故
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
︑
発
生
件
数
は
ほ
ぼ

右
肩
上
が
り
の
厳
し
い
状
況
を
示
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
な
か
市
川
市

議
会
は
一
九
六
三
年
十
二
月
︑﹁
安
全
都
市
宣
言
﹂
を
決
議
す
る
︒
宣
言

注）数値には現在の浦安市の件数・死者数を含む
（千葉県警察本部資料「方面別・警察署別交通事故発生状況（発生件数）」より作成）

〔1-2-10〕交通事故状況（市川・浦安）
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〔1-2-11〕安全都市宣言の決議を伝える広報
（『市川市広報』148号、1964年2月1日付）

の
契
機
の
ひ
と
つ
は
︑
交
通
事
故
件
数
の
増
加
に
加
え
て
︑

死
者
数
の
激
増
だ
っ
た
︒
一
九
六
三
年
は
︑
宣
言
の
検
討

時
点
で
︑
死
者
数
は
す
で
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
︒
問
題
は
道
路
ば
か
り
で
な
く
︑
住
宅
街
に
中
小

工
場
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
︑
様
々
な
要
因
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
﹁
道
路
は
狭
く
災
害
が
起
き
た
場

合
の
混
乱
と
被
害
を
想
像
す
る
と
き
実
に
戦
慄
す
べ
き
も

の
が
あ
る
﹂（﹁
安
全
都
市
宣
言
﹂）
と
危
機
感
を
強
く
訴

え
て
い
る
︒
1
︲
2
︲
11
は
︑
市
川
市
議
会
が
﹁
安
全
都

市
宣
言
﹂を
決
議
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る﹃
市
川
市
広
報
﹄

（
一
四
八
号
）
の
記
事
で
あ
る
︒
安
全
都
市
宣
言
は
︑
交

通
事
故
だ
け
で
な
く
︑
火
災
も
含
め
て
︑
市
民
生
活
の
な

か
で
市
民
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
︑
明
る
く
住
み

よ
い
都
市
建
設
を
目
指
し
て
︑﹁
安
全
都
市
﹂
と
な
る
よ

う
努
め
る
と
い
う
市
川
市
の
意
思
表
示
な
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
宣
言
後
も
︑
交
通
事
故
問
題
は
深
刻
さ
を
き

わ
め
た
︒
こ
れ
は
︑
ひ
と
り
市
川
市
だ
け
の
話
で
は
な
く
︑

全
国
規
模
で
の
問
題
で
も
あ
っ
た
︒
そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
︑
市
川
市
で
は
一
九
六
七
年
二
月
に
発
生
し
た
学
校

帰
り
の
小
学
生
の
ひ
き
逃
げ
事
故
を
契
機
に
児
童
の
交
通

安
全
対
策
の
強
化
に
動
い
て
い
る
︒
こ
の
事
故
が
ラ
ン
ド
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セ
ル
を
車
に
引
っ
掛
け
ら
れ
た
こ
と
で
発
生
し
た
疑
い
が
濃
か
っ
た
こ
と

か
ら
︑
市
川
市
教
育
委
員
会
は
児
童
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
わ
ず
に
登
校

で
き
る
よ
う
に
︑
教
科
書
や
道
具
を
学
校
に
置
く
﹁
常
置
体
制
﹂
に
つ
い

て
検
討
を
始
め
︑
市
川
小
学
校
と
中
山
小
学
校
を
実
験
校
と
し
て
︑
一
年

生
児
童
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
︒
実
験
校
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
山
小

学
校
の
年
史
﹃
中
山
小
学
校
百
年
史
﹄
に
よ
る
と
︑
実
験
前
の
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
︑﹁
常
置
体
制
﹂に
つ
い
て
は
反
対
が
賛
成
を
上
回
っ

て
い
た
︒
反
対
の
理
由
と
し
て
は
︑
登
校
の
気
構
え
や
生
活
習
慣
が
つ
き

に
く
い
こ
と
︑
学
校
で
の
学
習
内
容
が
わ
か
ら
ず
︑
家
庭
学
習
が
難
し
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
︒
ま
た
︑
賛
成
の
理
由
は
︑
通
学
の
安
全

を
挙
げ
る
声
が
圧
倒
的
に
多
く
︑
続
い
て
教
科
書
を
使
う
家
庭
学
習
は
し

な
い
方
が
忘
れ
も
の
の
不
安
が
な
い
︑
と
い
う
も
の
だ
っ
た
︒

実
験
の
結
果
︑
連
絡
帳
と
算
数
・
国
語
の
教
科
書
と
ノ
ー
ト
︑
鉛
筆
類

お
よ
び
給
食
ふ
き
ん
は
毎
日
持
ち
運
び
︑
他
は
教
室
に
常
置
す
る
こ
と
︑

加
え
て
︑
入
学
当
初
は
︑
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
で
使
用
し
て
き
た
肩
か

け
カ
バ
ン
を
使
う
と
い
う
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
た
︒

二
月
の
事
故
以
降
︑
市
議
会
で
も
ラ
ン
ド
セ
ル
の
使
用
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
て
い
た
が
︑
実
験
の
結
果
を
受
け
て
市
議
会
は
︑
ほ
と
ん
ど
の

市
立
小
学
校
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
︒
学
校
教
育

の
分
野
に
お
い
て
は
︑
こ
れ
以
前
に
も
ラ
ン
ド
セ
ル
を
廃
止
し
よ
う
と
い

う
意
見
は
あ
っ
た
︒
た
だ
し
︑
廃
止
を
求
め
る
理
由
は
︑
加
熱
す
る
家
庭

〔1-2-12〕黄色いミニランドセル姿の小学生
（市立市川歴史博物館蔵）

教
育
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
︒
ま
た
私
立
小
学
校
や
国
立
大

学
附
属
小
学
校
の
よ
う
に
︑
広
域
な
通
学
圏
を
も
つ
学
校
で
は
︑
児
童
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
電
車
通
学
に
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
ラ
ン
ド
セ
ル
を
廃

止
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
交
通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
廃
止
に
し
た
公
立
小
学
校
は
︑
全
国
で
市
川
市
が
初
め

て
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

そ
の
後
︑
新
一
年
生
の
多
く
は
︑
1
︲
2
︲
21
の
よ
う
な
小
さ
な
黄
色

い
背
負
い
タ
イ
プ
の
カ
バ
ン
（
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
）
で
小
学
校
に
通
学
し

た
︒
身
体
の
小
さ
な
一
年
生
が
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
に
動
き
を
制
限
さ
れ

な
い
よ
う
採
用
さ
れ
た
も
の
で
︑
市
川
市
北
部
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
と
︑
学
校
か
ら
委
託
さ
れ
た
商
店
が
︑
学
区
内
の
家
庭
か
ら
注
文
を
受
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第3節
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
転
換
期
に

お
け
る
町
域
再
編
と
変
容

1

交
通
網
の
整
備
と
人
口
急
増

本
節
で
は
概
ね
二
〇
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
の
市
川
市
域
の
町
域
の
再

編
を
中
心
に
み
て
み
た
い
︒

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
は
︑
二
月
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
︑
九
月
に
は
日
中

共
同
声
明
の
発
表
︑
そ
れ
を
受
け
て
十
月
に
は
上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ
が

来
園
し
︑
動
物
園
の
周
囲
に
は
長
い
行
列
が
で
き
た
年
で
あ
る
︒
翌
一
九

七
三
年
に
日
本
円
が
一
ド
ル
三
六
〇
円
の
固
定
相
場
か
ら
変
動
相
場
制
に

移
行
し
た
が
︑オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
︑日
本
中
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
購
入
す
る
た
め
︑
売
り
場
に
長
い
行
列
が
で
き
た
︒
そ
の
後
︑
日

本
経
済
は
小
刻
み
な
成
長
を
続
け
︑
一
九
八
六
年
終
盤
か
ら
の
バ
ブ
ル
景

気
を
迎
え
て
い
く
の
で
あ
る
︒

一
九
七
〇
年
に
二
四
万
七
七
〇
〇
人
だ
っ
た
市
川
市
の
人
口
は
︑
一
九

九
〇
年
に
は
︑
四
二
万
八
七
〇
九
人
と
一
・
七
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
︒

人
口
の
増
え
方
を
本
庁
・
大
柏
・
行
徳
の
地
区
別
で
示
し
た
も
の
が
︑

け
︑
市
内
の
業
者
に
発
注
を
し
て
取
次
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

黄
色
い
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
使
用
は
強
制
で
は
な
か
っ
た
が
︑
当
時
は
ほ

と
ん
ど
の
新
入
生
が
購
入
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
︑
黄
色
い
ミ
ニ
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
一
年
生
が
学
校
に
通
う
姿
も
市
川
市
民
の
記
憶
に

残
る
貴
重
な
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
で
あ
る
︒

ラ
ン
ド
セ
ル
廃
止
が
市
川
市
議
会
で
決
議
さ
れ
た
の
は
︑市
川
市
が﹁
安

全
都
市
宣
言
﹂
を
発
し
て
︑
お
よ
そ
四
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
︒
ラ
ン
ド
セ

ル
が
廃
止
と
な
っ
た
小
学
校
に
は
︑
議
会
で
予
算
が
組
ま
れ
︑
道
具
を
学

校
に
常
置
す
る
た
め
の
ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
た
︒

千
葉
県
が
﹁
交
通
安
全
県
﹂
を
宣
言
し
た
の
は
︑
市
川
市
の
安
全
都
市

宣
言
か
ら
六
年
後
︑
ラ
ン
ド
セ
ル
廃
止
決
議
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
︒

状
況
は
簡
単
に
は
好
転
せ
ず
︑
歩
行
者
事
故
の
絶
滅
︑
交
通
安
全
教
育
の

強
化
︑
安
全
運
転
の
徹
底
を
重
点
目
標
と
し
な
が
ら
も
︑﹁
安
全
都
市
﹂

と
な
る
た
め
に
︑
よ
り
良
い
道
路
環
境
の
確
保
な
ど
︑
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

次
の
時
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
重
要
な
施
策
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
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1970 1975 1980 1985 1990（年）

（人）

本庁地区 大柏地区 行徳地区

（「町丁別男女別人口および世帯数」「町丁別世帯数および男女別人口」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-1〕地区別人口推移（1970-1990年）

1
︲
3
︲
1
で
あ
る
︒
す
べ
て
の
地
区
で
人
口
は
増
加
を
続
け
て
い
る
︒

し
か
し
︑
増
え
方
に
つ
い
て
は
︑
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
よ
う
だ
︒
本

庁
地
区
で
は
︑
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
の
一
〇
年
間
で
︑
一
・
二

〇
倍
︑
続
く
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
の
一
〇
年
間
で
微
増
の
一
・

〇
三
倍
で
あ
る
の
に
対
し
︑
大
柏
地
区
で
は
︑
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
八

〇
年
で
一
・
八
六
倍
︑
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
で
一
・
六
六
倍
︑

一
九
七
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
間
で
は
︑
三
・
〇
八
倍
と
な
っ
て
い
る
︒
そ

れ
に
も
ま
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
行
徳
地
区
の
人
口
増
加
で
あ
る
︒
一
九

七
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
で
三
・
六
八
倍
と
飛
躍
的
な
増
加
を
遂
げ
︑
続

く
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
で
も
一
・
六
八
倍
︑
一
九
七
〇
年
か
ら

の
二
〇
年
間
で
は
︑
実
に
六
・
一
七
倍
と
な
っ
て
い
る
︒

当
時
︑
鉄
道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
最
も
整
っ
て
い
た
本
庁
地
区
は
︑

す
で
に
一
定
の
成
熟
を
迎
え
て
い
た
た
め
増
加
率
は
微
増
の
域
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
︑
そ
の
南
北
に
広
が
る
大
柏
・
行
徳
両
地
区
は
︑

地
域
と
し
て
新
た
な
成
長
期
に
入
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
も
ち
ろ
ん
︑

何
の
施
策
も
な
く
て
は
︑
人
々
は
居
住
地
に
選
ん
で
は
く
れ
な
い
︒
成
長

期
と
な
る
に
は
︑
理
由
が
あ
っ
た
︒

人
口
の
増
加
に
切
り
離
せ
な
い
要
素
の
ひ
と
つ
は
︑
先
に
記
し
た
よ
う

に
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
︒
市
川
市
域
に
最
初
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
︑

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
市
川
～
佐
倉
間
を
つ
な
い
だ
総
武
鉄
道
で
︑

東
京
と
千
葉
を
結
ぶ
主
要
路
線
と
な
っ
た
私
設
鉄
道
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
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〔1-3-2〕東西線の試運転

東
京
東
部
に
延
伸
さ
れ
︑
一
九
〇
七
年
︑
国
有
化
さ
れ
総
武
線
と
な
っ
た
︒

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
︑
京
成
電
気
軌
道
（
現
・
京
成
電
鉄
）
が

市
域
で
の
運
行
を
始
め
︑
順
次
路
線
を
東
に
延
ば
し
て
い
っ
た
︒
総
武
線

も
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
九
月
に
本
八
幡
駅
を
開
業
︑
一
九
六
五
年

十
二
月
に
は
複
々
線
化
工
事
が
起
工
︑
一
九
七
〇
年
七
月
に
は
︑
小
岩
・

西
船
橋
間
の
高
架
線
も
完
成
す
る
な
ど
首
都
圏
の
主
要
幹
線
と
し
て
着
々

と
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
︒
市
域
の
中
央
部
を
横
断
す
る
総
武
線
沿

線
は
順
調
に
発
展
し
た
が
︑
こ
れ
ら
の
鉄
道
敷
設
は
︑
現
在
の
市
川
市
中

央
部
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
︑
本
庁
地
区
が
早
い
時
期
か
ら
街
と
し
て

成
熟
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
市
域
南
部
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
た
の
は
︑

地
下
鉄
東
西
線
の
市
域
へ
の
延
伸
で
あ
る
︒
こ
ち
ら
は
︑
よ
り
明
確
に
鉄

道
が
走
っ
た
こ
と
が
地
域
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

一
九
六
四
年
に
高
田
馬
場
～
九
段
下
間
の
開
業
か
ら
運
行
が
始
ま
っ
た
帝

都
高
速
度
交
通
営
団
（
現
・
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
／
東
京
メ
ト
ロ
）
東

西
線
は
順
次
延
伸
さ
れ
︑
一
九
六
九
年
三
月
二
十
九
日
に
東
陽
町
～
西
船

橋
間
が
開
通
し
た
︒
市
川
市
民
の
利
用
駅
と
し
て
︑
行
徳
駅
（
市
川
市
）

と
原
木
中
山
駅
（
船
橋
市
）
の
二
駅
が
開
業
し
︑
こ
れ
に
よ
り
東
西
線
は

中
野
～
西
船
橋
間
全
線
開
通
と
な
り
快
速
運
転
も
始
ま
っ
た
︒

1
︲
3
︲
2
は
︑
開
通
直
前
の
二
月
十
二
日
に
︑
新
開
通
区
間
に
初
め
て

走
ら
せ
る
列
車
に
東
陽
町
か
ら
試
乗
し
た
営
団
総
裁
や
役
員
お
よ
び
関
係
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者
が
︑
原
木
中
山
駅
に
到
着
し
た
と
き
の
写
真
で
あ
る
︒
こ
の
試
運
転
を

伝
え
る
三
月
一
日
付
の﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄は
︑﹁
待
望
の
地
下
鉄
乗
入
れ
﹂

と
の
見
出
し
で
︑

今
回
開
通
す
る
東
陽
町
～
西
船
橋
間
で
は
︑
営
団
で
初
め
て
快
速
電

車
の
運
転
を
行
な
い
︑
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
五
分
間
隔
（
昼
間
十

分
間
隔
）
で
︑
西
船
橋
と
都
心
（
日
本
橋
）
を
結
ぶ
︒
最
近
︑
急
激

な
人
口
の
増
加
を
み
て
い
る
市
川
︑
船
橋
︑
習
志
野
︑
八
千
代
︑
千

葉
市
な
ど
︑
本
県
か
ら
都
心
方
面
へ
向
う
通
勤
︑
通
学
が
今
ま
で
と

比
べ
︑
半
分
以
下
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
︑
一
躍
楽
に
な
る
︒

と
し
︑
東
西
線
が
都
市
交
通
難
緩
和
に
大
き
く
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
と
記

し
て
い
る
︒
東
西
線
全
線
開
通
後
の
一
九
七
〇
年
に
二
万
一
〇
〇
〇
人
ほ

ど
だ
っ
た
行
徳
地
区
の
人
口
は
︑
一
九
七
五
年
に
は
三
万
二
〇
〇
〇
人
︑

一
〇
年
後
の
一
九
八
〇
年
に
は
七
万
八
〇
〇
〇
人
と
激
増
し
て
い
る
︒
通

勤
・
通
学
が
便
利
に
な
っ
て
以
降
︑
こ
の
地
域
に
多
く
の
人
々
が
居
住
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
鉄
道
の
開
通
が
行
徳
地
区
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
市
川
市
域
の
東
部
を
縦
に
走
る
武
蔵
野
線
は
︑
東
西
線
の
市
域

開
通
か
ら
四
年
後
の
一
九
七
三
年
に
府
中
本
町
～
新
松
戸
間
を
開
業
し
た
︒

そ
れ
か
ら
時
を
隔
て
る
こ
と
五
年
半
後
の
一
九
七
八
年
に
︑
新
松
戸
～
西

船
橋
間
が
延
伸
さ
れ
︑
武
蔵
野
線
は
府
中
本
町
～
西
船
橋
間
全
線
開
通
と

な
り
︑
市
川
大
野
駅
（
市
川
市
）
と
船
橋
法
典
駅
（
船
橋
市
）
が
新
た
に

市
民
の
利
用
駅
と
し
て
開
業
し
た
︒
武
蔵
野
線
が
市
域
を
走
る
前
の
一
九

七
五
年
に
一
万
七
〇
〇
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
大
柏
地
区
の
人
口
は
︑
開
通
後

の
一
九
八
〇
年
に
は
︑
一
万
九
〇
〇
〇
人
に
︑
一
九
八
五
年
に
は
︑
二
万

七
〇
〇
〇
人
に
増
え
て
い
る
︒
こ
れ
は
武
蔵
野
線
が
西
船
橋
に
到
達
し
た

こ
と
で
︑
東
西
線
や
総
武
線
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
︑
武
蔵
野
線
沿
線

が
︑
都
内
へ
良
好
な
ア
ク
セ
ス
を
持
つ
路
線
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
ろ
う
︒

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
は
︑
都
営
新
宿
線
の
篠
崎
～
本
八
幡
（
仮

設
駅
）
間
が
開
業
し
︑
新
宿
～
本
八
幡
（
一
九
九
一
年
に
本
設
駅
）
間
が

全
通
し
た
︒
ま
た
︑
一
九
九
一
年
に
は
︑
北
総
・
公
団
線
（
現
・
北
総
鉄

道
）
の
京
成
高
砂
～
新
鎌
ヶ
谷
間
が
開
通
し
︑
市
川
市
民
の
利
用
駅
と
し

て
矢
切
駅
（
松
戸
市
）・
北
国
分
駅
（
市
川
市
）・
松
飛
台
駅
（
松
戸
市
）・

大
町
駅
（
市
川
市
）
が
開
業
し
︑
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
さ
ら
に
充
実
し
た
︒

市
川
市
は
中
央
部
の
総
武
線
︑
京
成
本
線
お
よ
び
都
営
新
宿
線
︑
南
部
の

東
西
線
︑
北
部
の
北
総
鉄
道
︑
そ
し
て
そ
れ
を
縦
に
結
ぶ
武
蔵
野
線
と
い

う
鉄
道
を
得
た
︒
東
西
に
延
び
る
総
武
線
だ
け
の
時
代
と
異
な
り
︑
交
通

網
の
充
実
は
︑
市
域
の
人
口
に
影
響
を
与
え
︑
市
川
を
次
の
時
代
へ
の
変

貌
へ
と
向
か
わ
せ
た
︒
こ
の
よ
う
に
大
柏
・
行
徳
両
地
区
の
人
口
増
加
に

は
︑
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
明
確
な
契
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
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1990年

1980年

1970年

86.84

4.23
8.57

72.15
5.52

21.89

61.78

7.64

30.57

本庁地区 大柏地区 行徳地区

本庁地区 大柏地区 行徳地区

本庁地区 大柏地区 行徳地区

2

町
の
再
編

大
柏
・
行
徳
両
地
区
の
人
口
増
加
に
よ
り
︑
市
川
市
域
の
人
口
は
ど
う

分
布
し
︑
そ
し
て
︑
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
1
︲
3
︲
3

は
︑
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
・
一
九
八
〇
年
・
一
九
九
〇
（
平
成
二
）

年
の
一
〇
年
ご
と
の
本
庁
・
大
柏
・
行
徳
各
地
区
の
人
口
割
合
の
変
化
を

グ
ラ
フ
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
︒
一
九
七
〇
年
に
は
︑
市
川
市
全
人
口
の

八
六
・
八
％
が
本
庁
地
区
に
住
民
登
録
し
て
お
り
︑
大
柏
地
区
は
四
・
二

％
︑
行
徳
地
区
も
九
％
に
満
た
な
い
状
況
で
︑
市
域
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
本
庁
地
区
に
居
住
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
︒
一
〇

年
後
の
一
九
八
〇
年
に
は
︑
本
庁
地
区
の
人
口
は
︑
七
二
・
二
％
と
な
り
︑

大
柏
地
区
は
五
・
五
％
︑
行
徳
地
区
は
二
一
・
九
％
と
割
合
に
変
動
が
み

ら
れ
る
︒
さ
ら
に
一
〇
年
後
の
一
九
九
〇
年
に
は
︑
本
庁
地
区
の
人
口
は
︑

六
一
・
八
％
と
な
り
︑
大
柏
地
区
は
七
・
六
％
︑
そ
し
て
行
徳
地
区
は
三

〇
・
六
％
と
市
川
市
域
の
居
住
割
合
は
大
き
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
︒
グ

ラ
フ
は
時
を
経
る
に
つ
れ
︑
行
徳
地
区
の
人
口
が
占
め
る
比
重
が
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
︑
南
部
を
中
心
に
市
川
市
域
の
住
宅

地
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
︒

（「町丁別男女別人口および世帯数」「町丁別世帯数およ
び男女別人口」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-3〕地区別人口割合図
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人口

面積

（%）

（%）

61.8 7.6 30.6

55.2 19.8 22.4

本庁地区 大柏地区 行徳地区

河川敷

つ
ぎ
に
︑
人
口
密
度
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
︒
1
︲
3
︲
4
は
地
区
別

に
一
九
九
〇
年
の
人
口
割
合
と
面
積
割
合
と
対
比
さ
せ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
︒

本
庁
地
区
と
行
徳
地
区
が
面
積
割
合
よ
り
人
口
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
︑

こ
れ
は
両
地
区
の
人
口
密
度
が
平
均
値
よ
り
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

地
区
の
一
九
七
〇
年
と
一
九
九
〇
年
の
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の

人
口
の
変
化
を
み
て
み
る
と
︑
本
庁
地
区
で
は
六
九
〇
六
人
か
ら
八
五
〇

三
人
と
約
一
・
二
三
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
︒
同
じ
期
間
に
お
け
る
日

本
全
国
の
人
口
密
度
の
増
加
率
が
一
・
一
八
倍
で
あ
り
︑
東
京
に
隣
接
す

る
と
い
う
市
川
市
の
地
理
を
考
慮
す
れ
ば
︑
こ
の
数
値
は
︑
ほ
ぼ
標
準
的

な
範
囲
の
増
加
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
一
方
で
︑
大
柏
地
区

で
は
九
七
四
人
か
ら
三
〇
〇
四
人
に
︑
行
徳
地
区
で
は
一
六
八
四
人
が
一

万
〇
三
九
一
人
に
増
加
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
市
川
市
域
の
南
部
と
北
部
が

住
宅
地
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
に
十
分
す
ぎ

る
数
値
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
人
口
密
度
の
変
化
は
︑
市
川
市
に
町
の
区
画
に
つ
い
て
も
施
策
を

要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
一
九
六
四
年
度
に
始
ま
っ
た
住
居
表
示
整
備

事
業
は
︑
一
九
六
九
年
度
に
第
一
期
を
終
了
し
︑
一
九
七
〇
年
度
か
ら
第

二
期
が
︑
そ
し
て
一
九
七
五
年
度
か
ら
第
三
期
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

第
一
期
住
居
表
示
整
備
事
業
は
︑
人
口
が
集
中
し
て
い
た
市
川
市
中
央
部

を
東
西
に
走
る
総
武
線
と
京
成
本
線
の
沿
線
か
ら
始
ま
っ
た
が
︑

1
︲
3
︲
5
を
み
て
み
る
と
︑
第
二
期
は
一
九
七
二
年
度
の
稲と

う

荷か

木ぎ

・
田

（「町丁別世帯数および男女別人口」『市川市統計年鑑』および、市川市総務部総務課資料「管内別・町名別面積」より作成）

〔1-3-4〕地区別人口・面積対照（1990年）
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第2期住居表示実施実績一覧

年度 1970
（昭和45）

1971
（昭和46）

1972
（昭和47）

1973
（昭和48） 計

面積（㎢） 2.53 2.46 1.65 1.06 7.7
世帯 7,388 4,993 3,830 1,171 17,382 
人口 24,977 16,786 10,706 3,730 56,199 

実施区域

対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア
宮久保 ❸ 国分 ❻ 鬼高4丁目 ❹ 曽谷6丁目 ❼
曽谷
（6丁目を除く） ❼ 中国分 ❻ 稲荷木 ❷ 北国分

3・4丁目 ❼
北国分
1・2丁目 ❼ 田尻 ❽ 東国分 ❼

第3期住居表示実施実績一覧

年度 1975
（昭和50）

1976
（昭和51）

1977
（昭和52）

1978
（昭和53）

1979
（昭和54）

1980
（昭和55） 計

面積（㎢） 1.693 0.919 1.715 2.755 1.01 0.577 8.669
世帯 3,905 4,929 4,676 10,322 9,340 941 34,113 
人口 10,976 14,819 14,183 28,746 26,556 3223 98,503 

実施区域

対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア 対象町丁 エリア

高谷 ❽ 湊 ⓫ 河原 ❿ 行徳駅前 ⓫ 富浜 ❿ 下貝塚
1～3丁目 ❼

原木 ❽ 湊新田 ⓫ 下新宿 ❿ 入船 ⓭ 末広 ❿
二俣 ❽ 香取1丁目 ⓫ 本行徳 ❿ 日之出 ⓭ 宝 ⓭

欠真間1丁目 ⓫ 妙典 ❿ 新浜 ⓫ 幸 ⓭
相之川1丁目 ⓬ 本塩 ❿ 湊新田

1・2丁目 ⓫ 欠真間
2丁目 ⓫

新井1丁目 ⓬ 関ケ島 ❿ 香取1丁目
（一部） ⓫ 相之川

2～4丁目 ⓬
広尾1丁目 ⓬ 伊勢宿 ❿ 香取2丁目 ⓫ 新井2・3丁目 ⓬
島尻 ⓬ 押切 ⓫ 福栄 ⓫ 南行徳 ⓬

塩浜4丁目 ⓭ 欠真間1丁目
（一部） ⓫
広尾2丁目 ⓬

尻
を
除
い
て
は
︑
市
史
エ
リ
ア
の
❻
・
❼
を
中
心
に
住
居
表
示

整
備
が
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
市
域
の
北
央
部
に
比
重
が
置
か
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
︒
続
く
一
九
七
五
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第

三
期
は
︑
初
年
度
は
江
戸
川
左
岸
の
高
谷
・
原
木
・
二
俣
で
住

居
表
示
整
備
が
実
施
さ
れ
た
が
︑
翌
一
九
七
六
年
度
か
ら
四
年

間
は
市
史
エ
リ
ア
❿
～
⓭
で
行
わ
れ
︑
行
徳
地
区
が
集
中
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

か
つ
て
は
1
︲
3
︲
6
の
よ
う
に
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
こ

の
地
域
に
押
し
寄
せ
て
き
た
宅
地
化
の
波
に
︑
行
政
が
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
き
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
︒

行
徳
地
区
は
︑
住
居
表
示
整
備
事
業
の
前
に
変
革
期
が
あ
っ

た
︒
ひ
と
つ
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
海
面
の
埋
立
工

事
が
︑
一
九
六
三
年
に
第
一
次
事
業
が
完
成
し
︑
公
有
水
面
埋

立
地
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
土
地
面
積
が
拡
大
し
た
こ
と

で
あ
る
︒
そ
の
後
も
工
事
は
続
き
︑
公
有
水
面
埋
立
地
か
ら
は
︑

千
鳥
町（
一
九
六
六
年
）︑
高
浜
町（
一
九
六
八
年
）︑
塩
浜（
一

九
七
三
年
）
な
ど
の
新
し
い
町
が
生
ま
れ
た
︒
そ
し
て
︑
も
う

ひ
と
つ
は
以
下
に
記
す
町
域
の
再
編
に
よ
る
新
し
い
町
の
創
出

と
消
滅
で
あ
る
︒

か
つ
て
南
行
徳
村
（
の
ち
に
南
行
徳
町
）
と
い
う
自
治
体
と

し
て
存
在
し
て
い
た
南
行
徳
と
い
う
地
名
が
︑
一
九
七
三
年
︑

（「第2期住居表示実施実績一覧」「第3期住居表示実施実績一覧」『市政概要　昭和60年度版』より作成）

〔1-3-5〕第2期・第3期住居表示事業概要
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〔1-3-6〕東西線建設中の行徳地区（1968年頃）
（地下鉄博物館蔵）

新
井
・
欠か

け

真ま

間ま

の
一
部
か
ら
生
ま
れ
た
地
区
に
名
づ
け
ら
れ
︑
町
と
し
て

再
登
場
し
た
の
を
は
じ
め
︑
相
之
川
・
新
井
・
当
代
島
飛
地
な
ど
か
ら
町

域
を
再
編
し
︑新
し
く
広
尾
と
い
う
町
が
生
ま
れ
た
︒
同
様
に
︑福
栄
（
一

九
七
三
年
）︑
行
徳
駅
前
（
一
九
七
三
年
）︑
新
浜
（
一
九
七
四
年
）︑
入

船
町
（
一
九
七
四
年
／
の
ち
に
入
船
）︑
日
之
出
町
（
一
九
七
四
年
／
の

ち
に
日
之
出
）︑
末
広
（
一
九
七
四
年
）︑
富
浜
（
一
九
七
五
年
）︑
宝
（
一

九
七
七
年
）︑
幸
（
一
九
七
七
年
）︑
本
塩
（
一
九
七
八
年
）︑
塩
焼
（
一

九
七
九
年
）
も
︑
既
存
の
町
か
ら
町
域
を
再
編
し
て
新
た
に
創
出
さ
れ
た

町
で
あ
る
︒

ま
た
幻
の
町
と
な
っ
た
町
域
も
あ
っ
た
︒
行
徳
地
区
に
︑
一
時
︑
住
吉

と
新
行
徳
と
い
う
町
が
存
在
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
住
吉
は
︑
一
九
七
四
年

に
押
切
・
本
行
徳
・
下し

も

新し
ん

宿し
ゅ
く・

伊い

勢せ

宿じ
ゅ
く・

関
ケ
島
の
各
一
部
か
ら
創
出

さ
れ
た
︒
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
形
成
し
た
が
︑
一
九
七
八
年
に
は
︑

再
び
伊
勢
宿
・
関
ケ
島
・
本
塩
へ
編
成
し
直
さ
れ
︑
住
吉
と
い
う
町
は
消

滅
し
て
い
る
︒
新
行
徳
も
一
九
七
六
年
に
河
原
・
本
行
徳
・
下
新
宿
・
上

妙
典
・
下
妙
典
・
大
和
田
の
各
一
部
か
ら
創
出
さ
れ
た
が
︑
住
吉
と
同
じ

一
九
七
八
年
に
本
行
徳
・
下
新
宿
・
河
原
・
妙
典
一
丁
目
・
妙
典
三
丁
目

に
編
成
し
直
さ
れ
︑
や
は
り
消
滅
し
て
い
る
︒
住
吉
は
四
年
︑
新
行
徳
は

わ
ず
か
二
年
と
い
う
短
命
の
町
で
あ
っ
た
︒

住
吉
・
新
行
徳
は
︑
そ
の
創
出
過
程
に
多
く
の
町
が
関
係
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
わ
ず
か
な
期
間
で
再
び
編
成
し
直
し
て
し
ま
う
と
い
う
︑
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〔1-3-7〕「行徳舩場」『江戸名所図会』
（市川市文学ミュージアム蔵）

施
策
と
し
て
は
か
な
り
荒
っ
ぽ
い
も
の
で
あ
る
︒
市
民
は
度
重
な
る
住
所

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
︒

住
吉
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
る
が
︑
新
行
徳
が
創
出
さ
れ

た
の
は
一
九
七
六
年
︑
そ
し
て
住
吉
・
新
行
徳
が
消
滅
し
た
の
は
︑
と
も

に
一
九
七
八
年
で
あ
り
︑
こ
の
時
期
は
行
徳
地
区
で
第
三
期
住
居
表
示
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
時
と
重
な
る
︒
住
吉
や
新
行
徳
の
創
出
が
︑
南
行

徳
や
広
尾
︑
福
栄
な
ど
の
町
の
創
出
と
は
異
な
る
別
の
目
的
を
持
っ
た
創

出
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
施
策
の
意
図
も
異
な
る
も
の
が
み
え
て
く
る
︒

住
吉
・
新
行
徳
は
固
定
的
な
町
の
創
出
で
は
な
く
︑
全
国
的
な
施
策
で
あ

る
住
居
表
示
整
備
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
一
過
性
の
︑
い
わ

ば
﹁
仮
設
置
﹂
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
︒

一
九
七
〇
年
代
の
こ
の
地
域
は
︑
多
く
の
町
が
実
に
複
雑
な
状
況
を
呈

し
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
か
つ
て
の
自
治
体
・
行
徳
町
の
中
心
地
で
あ
っ
た

本
行
徳
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
︒

古
く
か
ら
の
江
戸
川
の
流
れ
に
接
し
て
広
が
る
本
行
徳
は
︑
江
戸
時
代

か
ら
大
い
に
賑
わ
っ
た
豊
か
な
町
だ
っ
た
︒
1
︲
3
︲
7
は
︑
絵
と
文
で

構
成
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
地
誌
﹃
江
戸
名
所
図
会
﹄
で
紹
介
さ
れ
た
﹁
行

徳
舩
場
﹂
の
図
で
あ
る
︒
行
徳
の
地
が
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
が
こ
の
図
か

ら
も
み
て
と
れ
る
︒
本
行
徳
は
︑
こ
の
行
徳
河
岸
を
舟

し
ゅ
う

運う
ん

の
出
入
口
と

し
た
町
場
で
︑
近
世
の
絵
図
か
ら
も
短
冊
状
に
家
々
が
び
っ
し
り
と
建
ち
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並
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
︒﹁
行
徳
舩
場
﹂
に
は
︑
法
令
な
ど

を
板
に
書
い
て
掲
示
す
る
場
所
で
あ
る
高
札
場
が
描
か
れ
て
い
る
︒
高
札

場
は
︑
民
衆
に
法
の
周
知
を
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
︑
関
所
や
船
着
場
︑

大
き
な
橋
の
た
も
と
な
ど
町
や
村
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
︑
往
来
が
多
い

場
所
︑
人
の
集
ま
る
目
立
つ
場
所
に
設
置
さ
れ
た
︒

現
在
で
も
旧
町
と
も
呼
ば
れ
る
本
行
徳
は
︑
そ
の
後
も
行
徳
地
域
の
核

と
な
っ
て
い
た
町
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
江
戸
川
の
度
重
な
る
洪
水
の
対
策

と
し
て
︑
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
開
削
竣
工
し
た
江
戸
川
放
水
路
に

よ
っ
て
︑
広
い
町
域
を
有
し
て
い
た
本
行
徳
は
河
川
の
両
岸
に
分
断
さ
れ

て
し
ま
う
︒
そ
の
後
︑
町
は
︑
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
大
洲
町
を
は
じ

め
︑
大
和
田
・
東
大
和
田
な
ど
へ
徐
々
に
分
割
さ
れ
て
い
っ
た
︒
こ
こ
か

ら
は
︑
町
名
と
数
字
の
羅
列
で
や
や
読
み
づ
ら
い
文
章
と
な
る
が
︑
こ
の

時
期
の
再
編
が
い
か
に
複
雑
で
あ
っ
た
か
を
示
す
た
め
に
︑
本
行
徳
と
い

く
つ
か
の
町
の
編
成
過
程
を
辿
り
︑
一
九
七
〇
年
代
の
流
れ
を
細
か
く

追
っ
て
い
く
︒

本
行
徳
が
創
出
に
関
わ
っ
た
町
は
︑
一
九
七
三
年
に
稲
荷
木
三
丁
目
︑

一
九
七
四
年
に
末
広
一
・
二
丁
目
︑
一
九
七
五
年
に
富
浜
一
～
三
丁
目
︑

末
広
一
丁
目
︑
住
吉
一
・
二
丁
目
︑
一
九
七
六
年
に
新
行
徳
︑
一
九
七
七

年
に
宝
二
丁
目
︑
幸
一
・
二
丁
目
︑
入
船
町
︑
日
之
出
町
︑
一
九
七
八
年

に
関
ケ
島
︑
一
九
七
九
年
に
行
徳
駅
前
三
丁
目
︑
入
船
︑
塩
焼
一
～
五
丁

目
︑
宝
一
・
二
丁
目
︑
末
広
二
丁
目
と
続
く
︒
こ
こ
に
挙
げ
た
町
は
︑
新

た
な
町
域
を
形
成
す
る
折
︑
そ
の
一
部
を
本
行
徳
か
ら
分
割
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
一
九
七
八
年
に
は
︑
下
新
宿
と
新
行
徳
の
各
一
部
を
本
行
徳
の
地
内

に
編
入
し
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
新
し
い
町
は
︑
既
述
の
よ
う
に
本
行
徳
だ
け
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
町
で
は
な
く
︑
住
吉
や
新
行
徳
の
創
出
の
過
程
で
記
し
た
よ
う
に
︑

複
数
の
町
の
一
部
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
町
域
を
再
編
︑
あ
る
い
は
創
出
し

た
も
の
で
あ
る
︒
行
徳
地
区
の
核
と
な
っ
て
い
た
成
熟
し
た
町
場
で
あ
り
︑

か
つ
再
編
に
関
わ
っ
た
町
の
数
を
み
れ
ば
︑
1
︲
3
︲
8
が
示
す
よ
う
に
︑

本
行
徳
が
町
場
と
よ
ば
れ
た
中
心
地
以
外
に
も
広
大
な
町
域
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
る
︒
そ
の
よ
う
な
本
行
徳
の
再
編
は
︑
あ
る

意
味
︑
旧
行
徳
町
の
再
編
と
同
様
の
意
味
を
も
つ
と
も
い
え
よ
う
︒
で
は
︑

本
行
徳
よ
り
︑
も
う
少
し
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
別
の
町
の
変
遷
を
み
て
み

よ
う
︒

下
新
宿
は
江
戸
時
代
の
文
書
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
本
行
徳
に
隣
接
し

た
町
で
あ
る
が
︑
町
域
は
比
較
的
小
さ
く
︑
丁
目
も
存
在
し
な
い
町
で
あ

る
︒
ま
ず
下
新
宿
か
ら
分
割
を
受
け
た
町
を
挙
げ
て
い
く
と
︑
一
九
六
八

年
に
大
洲
一
・
二
丁
目
︑
一
九
七
五
年
に
富
浜
一
丁
目
︑
住
吉
一
丁
目
︑

一
九
七
六
年
に
新
行
徳
︑
一
九
七
八
年
に
は
︑
本
行
徳
と
本
塩
と
な
っ
て

い
る
︒
こ
れ
ら
の
町
や
丁
目
に
下
新
宿
の
町
域
の
一
部
を
分
割
し
︑
町
の

編
成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
ま
た
下
新
宿
の
方
も
他
の

町
か
ら
町
域
の
分
割
を
受
け
て
い
る
︒
一
九
七
八
年
に
新
行
徳
の
一
部
を
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ౡ
৲

新井
新井二・
三丁目

新井

本行徳

南行徳当代島飛地

香取

伊勢宿

欠真間 塩浜一丁目

千鳥町 高浜町

加藤
新田

押切

相之川

相之川二・
三・四丁目

関ケ島

儀兵
新田

湊新田

湊

湊新田

下新宿
上妙典

下妙典

河原

ߐ
戸
川
์
ਫ
࿏

欠真間一・
二丁目

欠真間

広尾

ౡ
৲

広尾

新井

本行徳

南行徳

福栄

香取

伊勢宿

欠真間

行徳駅前

塩浜

千鳥町

高浜町

富浜

幸

塩焼

加藤新田

押切

入船
相之川

末広

関ケ島

新浜

日之出

本行徳

本塩

湊

湊新田

下新宿

宝

妙典

下妙典

河原

ߐ
戸
川
์
ਫ
࿏

1973年頃

2018年

（「市川市都市計画基本図」〔2016年〕より作成）

（『市川市統計年鑑　昭和49年版』より作成）

〔1-3-8〕行徳・南行徳地域の町
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地
内
に
編
入
し
て
お
り
︑
こ
の
編
入
を
以
て
新
行
徳
は
消
滅
す
る
と
い
う

こ
の
地
域
の
再
編
の
過
程
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
南
行
徳
地
区
に
あ
る
新
井
も
下
新
宿
同
様
に
江
戸
時
代
の
文
書

に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
町
で
あ
る
︒
新
井
か
ら
は
︑
一
九
七
三
年
に

南
行
徳
一
～
四
丁
目
︑
広
尾
一
丁
目
︑
相
之
川
二
～
四
丁
目
に
町
域
の
一

部
を
分
割
し
︑
同
時
に
新
井
二
～
三
丁
目
を
創
出
し
︑
丁
目
の
区
画
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
︒
次
い
で
︑
一
九
七
八
年
に
塩
浜
四
丁
目
に
町
域
の
一

部
を
分
割
し
︑
残
余
部
分
は
一
九
七
九
年
に
広
尾
二
丁
目
と
な
っ
た
︒

一
方
で
︑
他
の
町
か
ら
町
域
の
分
割
を
受
け
て
い
る
の
は
︑
現
在
の
新

井
各
丁
目
も
同
様
で
あ
る
︒
一
九
七
三
年
に
相
之
川
か
ら
新
井
二
丁
目
に
︑

欠
真
間
か
ら
新
井
二
丁
目
と
三
丁
目
に
︑
当
代
島
飛
地
か
ら
新
井
二
丁
目

に
︑
一
九
七
七
年
に
島
尻
と
広
尾
一
丁
目
︑
お
よ
び
当
代
島
飛
地
か
ら
新

井
一
丁
目
に
町
域
が
分
割
さ
れ
︑
新
井
の
そ
れ
ぞ
れ
の
丁
目
で
地
内
に
編

入
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
町
で
あ
っ
て
も
︑
そ
の
町
か
ら
の
み
町

域
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
︑
分
割
し
︑
ま
た
分
割
さ
れ
て
町
域
に

編
入
し
︑
新
た
に
︑
町
を
成
立
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

一
九
六
九
年
に
東
西
線
が
開
通
し
た
前
後
か
ら
︑
行
徳
地
区
で
は
こ
の

よ
う
な
町
域
の
分
割
・
編
入
が
一
九
七
〇
年
代
を
中
心
に
繰
り
返
さ
れ
︑

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
住
居
表
示
整
備
の
実
施
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
︒

東
西
線
の
開
通
を
契
機
に
住
宅
地
と
し
て
急
成
長
し
た
行
徳
地
区
で
は
︑

住
吉
や
新
行
徳
の
よ
う
に
町
の
﹁
仮
設
置
﹂
の
よ
う
な
手
法
を
と
ら
な
け

れ
ば
町
の
再
編
は
困
難
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

住
宅
地
の
拡
大
と
と
も
に
︑
集
落
と
集
落
の
間
に
あ
っ
た
距
離
は
埋
め

ら
れ
て
い
き
︑
小
河
川
や
堀
は
暗あ

ん

渠き
ょ

へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
︒
そ
し
て
︑

道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
人
の
流
れ
に
も
変
化
が
み
ら
れ
︑
か

つ
て
の
集
落
を
核
と
し
な
が
ら
も
︑
新
た
な
生
活
区
画
が
生
ま
れ
て
い
く
︒

そ
の
需
要
に
従
い
︑
行
政
は
市
域
に
新
た
な
街
区
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
︑
そ
れ
が
︑
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
町
の
再
編
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

3

宅
地
化
の
波

行
徳
地
区
の
町
の
再
編
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
︑
街
区
の
基
礎
と
な

る
べ
き
土
地
の
整
備
が
必
要
だ
っ
た
︒
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
行
徳
地
区

の
土
地
は
︑
市
川
市
域
で
の
東
西
線
開
通
の
前
後
に
設
立
さ
れ
た
土
地
区

画
整
理
組
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
宅
地
と

し
て
整
備
さ
れ
た
︒

土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
︑
道
路
や
公
園
︑
河
川
な
ど
を
整
備
し
︑
改

善
し
て
︑
土
地
の
区
画
を
整
え
て
い
き
︑
宅
地
の
利
用
の
増
進
を
図
る
と

い
う
事
業
で
あ
る
︒
平
た
く
言
え
ば
︑
家
が
建
っ
て
い
な
か
っ
た
地
域
を

住
宅
地
と
し
て
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
土
地
を
整
え
る
の
で
あ
る
︒

1
︲
3
︲
9
は
市
川
市
内
で
実
施
さ
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
の
う
ち
︑
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№ 事業名称 施行面積【㎡】 施行年度（西暦） 地区
1 市川第一 139273 1936～1949 本庁
2 市川第二 30414 1937～1949 本庁
3 菅野 103845 1938～1949 本庁
4 本八幡 93585 1939～1951 本庁
5 北方 145889 1950～1960 本庁
6 子の神 313467.14 1962～1969 本庁
7 百合台 217781.05 1965～1968 本庁
8 南行徳第一 1766633.38 1966～1973 行徳
9 南行徳第三 1043353.64 1966～1975 行徳
10 南行徳第二 870627.85 1967～1973 行徳
11 行徳 531229.43 1968～1974 行徳
12 南八幡 35195 1969～1973 本庁
13 行徳北部 181642.02 1969～1975 行徳
14 行徳南部 389379.39 1970～1978 行徳
15 行徳中部 715621.07 1971～1979 行徳
16 美濃輪 58174.59 1972～1979 本庁
17 国分 44648.81 1974～1977 本庁
18 宮久保 33060.9 1975～1979 本庁
19 大野 726816.89 1973～1993 大柏

　第一工区 内、608033.64 登記／1992 大柏
　第二工区 内、118783.25 登記／1983 大柏

20 大町 24448.83 1989～1993 大柏
21 妙典 500481.18 1988～2000 行徳
22 柏井 176605.48 1989～2008 大柏
23 堀之内 250625.28 1990～1999 本庁
24 原木西浜 147309.73 2001～2008 本庁

〔合計〕 8540107.66

（市川市街づくり部街づくり推進課資料
「土地区画整理事業一覧表」より作成）

〔1-3-9〕土地区画整理事業完了地区（2012年12月末現在） 二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
十
二
月
現
在
に
完
了
し
て
い
る
事
業
の
一
覧

で
あ
る
︒
行
徳
地
区
で
最
初
に
土
地
区
画
整
理
事
業
組
合
の
設
立
が
認
可

さ
れ
た
の
は
︑
南
行
徳
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
の
一
九
六
六
（
昭
和
四

一
）
年
で
︑
一
九
七
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
七
つ
の
土
地
区
画
整
理
事
業

組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
る
︒
事
業
を
終
え
︑
登
記
が
完
了
し
た
の
は
︑
一

番
早
い
も
の
で
南
行
徳
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
が
一
九
七
三
年
︑
そ
し

て
︑
最
後
に
な
っ
た
の
が
︑
行
徳
中
部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
一
九
七
九

年
で
あ
る
︒
昭
和
年
間
に
お
け
る
行
徳
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
延

べ
施
行
面
積
は
︑
五
四
九
万
八
四
八
六
・
七
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
五
五

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
及
ん
で
い
る
︒
こ
れ
は
︑
二
〇
一
二（
平
成
二
四
）年

末
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
市
川
市
域
の
す
べ
て
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
総

施
行
面
積
の
六
四
・
四
％
を
占
め
て
い
る
︒
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
妙
典

地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
も
含
め
る
と
︑
行
徳
地
区
だ
け
で
実
に
七
〇

％
を
超
え
る
実
施
割
合
と
な
る
︒
基
本
的
に
は
宅
地
化
で
き
る
よ
う
に
土

地
を
改
良
し
︑
状
況
に
応
じ
て
町
の
再
編
を
繰
り
返
し
︑
最
後
に
住
居
表

示
を
実
施
し
て
町
を
整
え
た
と
い
う
の
が
︑
こ
の
行
徳
地
区
の
〝
激
動
〟

と
も
表
現
で
き
る
街
づ
く
り
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

前
節
で
第
一
期
住
居
表
示
整
備
事
業
が
︑
市
史
エ
リ
ア
❶
❷
❸
❹
❺
の

人
口
が
集
中
し
て
い
た
総
武
線
お
よ
び
京
成
本
線

沿
線
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
と
述
べ
た
が
︑
こ
れ

ら
の
エ
リ
ア
は
昭
和
戦
前
期
か
ら
す
で
に
住
宅
地

と
し
て
町
を
形
成
し
て
い
た
地
域
だ
っ
た
︒
つ
ま

り
︑
土
地
が
宅
地
と
し
て
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て

い
た
か
ら
こ
そ
︑
住
居
表
示
に
関
し
て
の
法
整
備

が
行
わ
れ
て
か
ら
速
や
か
に
整
備
事
業
に
と
り
か

か
れ
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
大
柏
地
区
で
は
︑
大
野
・
大
町
・
柏
井

地
域
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
︑
1
︲
3
︲
9
に

あ
る
よ
う
に
︑
大
野
第
二
工
区
は
登
記
の
完
了
が

一
九
八
三
年
と
昭
和
の
時
代
で
あ
っ
た
が
︑
よ
り
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大
規
模
な
事
業
で
あ
っ
た
大
野
第
一
工
区
の
登
記
の
完
了
は
︑
平
成
に

入
っ
て
か
ら
の
一
九
九
二
年
だ
っ
た
︒
大
柏
地
区
の
ほ
か
の
土
地
区
画
整

理
事
業
も
︑
施
行
の
最
終
年
度
は
す
べ
て
平
成
に
入
っ
て
か
ら
と
な
っ
て

い
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
︑
宅
地
化
が
始
ま
り
︑

人
口
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
大
柏
地
区
で
は
︑
そ
の
基
礎
と

な
る
べ
き
土
地
の
整
備
が
未
了
だ
っ
た
た
め
︑
三
期
を
数
え
る
住
居
表
示

整
備
事
業
の
い
ず
れ
の
年
度
の
エ
リ
ア
欄
に
も
大
柏
地
区
を
示
す
❾
の
ナ

ン
バ
ー
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
︒

4

市
川
の
農
耕
地
と
農
業

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
︑
行
徳
地
区
の
街
区
の
形
成
の
歴
史
は
︑

こ
の
地
が
住
宅
地
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
歴
史
で
も
あ
る
︒
で
は
︑

か
つ
て
の
行
徳
︑
そ
し
て
市
川
市
は
ど
う
い
う
姿
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
︒1

︲
3
︲
01
を
見
る
と
︑
現
在
は
︑
ほ
と
ん
ど
農
地
を
見
か
け
る
こ
と

の
な
い
行
徳
地
区
も
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
頃
に
は
農
業
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
1
︲
3
︲
11
は
︑
一
九
六
五
年
か
ら
二
〇

一
三
（
平
成
二
五
）
年
ま
で
の
市
川
市
域
の
農
地
︑
お
よ
び
田
・
畑
別
の

面
積
の
推
移
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
︒
畑
に
比
し
て
︑
田
が
急
速
に
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
1
︲
3
︲
21
は
︑
こ
の
時
期
の
農
地
面
積

を
︑
本
庁
・
大
柏
・
行
徳
の
各
地
区
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
︒
総
面
積

を
み
て
み
る
と
︑
減
少
を
示
す
本
庁
・
行
徳
地
区
に
比
し
て
︑
大
柏
地
区

で
は
︑
横
ば
い
に
近
い
グ
ラ
フ
を
描
い
て
い
る
︒
田
は
本
庁
・
大
柏
・
行

徳
︑
い
ず
れ
の
地
区
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
︑
東
京
近
郊
都
市
の

傾
向
を
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
畑
の
グ
ラ
フ
は
若
干
趣
が

異
な
っ
て
お
り
︑
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
向
か
っ
て
は
上
昇
し

て
お
り
︑
そ
の
後
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
は
︑
行
徳
地
区
で
は
減
少
し
て
い

く
が
︑
本
庁
地
区
で
は
維
持
︑
大
柏
地
区
で
は
上
昇
を
示
し
て
い
る
︒
大

柏
地
区
は
︑
樹
園
地
の
存
在
が
あ
り
︑
グ
ラ
フ
の
ま
ま
上
昇
し
て
い
る
と

捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
︑
本
庁
地
区
と
行
徳
地
区
に
つ
い
て
も
グ
ラ
フ

の
示
す
ま
ま
畑
が
あ
り
︑
生
産
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
の

だ
ろ
う
か
︒

﹃
市
勢
概
要

昭
和
四
五
年
﹄
で
は
︑
当
時
の
市
川
市
の
農
業
を
﹁
退

潮
期
﹂
と
位
置
づ
け
て
い
る
︒
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
︑
少
し
詳
し
く

見
て
み
よ
う
︒

農
業
の
基
本
で
あ
る
べ
き
農
耕
地
は
︑
宅
地
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
立

地
条
件
に
よ
っ
て
急
速
に
減
少
し
︑
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
米
︑
麦
な

ど
の
一
般
的
な
農
作
物
は
減
少
し
︑
ま
た
農
家
戸
数
も
専
業
農
家
は

漸ぜ
ん

減げ
ん

し
兼
業
農
家
が
漸ぜ

ん

増ぞ
う

し
て
い
る
︒
ま
た
人
の
面
に
お
い
て
は
若

年
労
働
力
が
他
の
二
次
︑
三
次
産
業
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
も
見
の
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船

橋

市

原木中山

埋立地
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ຒ
ཱ
地

ຒ
ཱ
地

〔1-3-10〕市域の農業の様子（1970年）

（「農業生産地分布状況」『市勢概要　昭和45年』より作成）
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（a） 畑〔樹園地を含む〕

〔1-3-11〕農地面積の推移（1965－2013年）

（「農業地域別経営所有面積」『市川市統計年鑑』各年度より作成）
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１９６９ １９７４ １９７９ １９８４ １９８９ １９９４ １９９９ ２００４ ２００９ ２０１４

１９６９ １９７４ １９７９ １９８４ １９８９ １９９４ １９９９ ２００４ ２００９ ２０１４

（年）

（年）

（年）
本庁地区 大柏地区 行徳地区

本庁地区 大柏地区 行徳地区

本庁地区 大柏地区 行徳地区

〔1-3-12〕地区別農地面積の変遷（1969－2014年）

注）組合外の農地は含まない
（「農業地区別経営所有面積」『市川市統計年鑑』各年度より作成）
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が
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒（
略
）
南
部
地
帯
の
耕
地
は
︑
水
田
が
そ

の
大
部
分
を
占
め
︑
海
岸
沿
い
は
︑
元
来
低
湿
地
帯
で
あ
る
が
︑
最

近
は
地
盤
沈
下
に
よ
り
排
水
困
難
と
な
り
︑
滞
水
地
帯
が
増
え
︑
一

部
は
塩
害
常
習
地
帯
で
あ
る
︒
こ
の
た
め
水
稲
と
と
も
に
れ
ん
こ
ん

が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

に
つ
れ
農
業
経
営
は
一
層
後
退
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
︒

同
資
料
は
︑
二
〇
年
後
の
一
九
九
〇
年
版
で
も
︑
宅
地
へ
の
転
用
が
続
い

て
い
る
こ
と
︑
農
家
数
の
減
少
︑
若
年
労
働
力
の
不
足
を
述
べ
て
い
る
が
︑

田
の
減
少
に
つ
い
て
は
︑﹁
米
の
生
産
調
整
政
策
は
さ
ら
に
こ
の
傾
向
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
﹂（﹃
市
政
概
要

平
成
二
年
度
版
﹄）
と
記
し
て
い
る
︒

こ
の
時
期
も
米
の
生
産
調
整
（
減
反
政
策
）
は
続
い
て
お
り
（
二
〇
一
八

年
廃
止
）︑
宅
地
化
の
進
展
に
よ
る
農
地
の
減
少
と
い
う
現
状
を
肯
定
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

農
地
を
宅
地
に
す
る
に
は
︑
原
則
と
し
て
農
地
転
用
の
許
可
を
得
る
必

要
が
あ
る
が
︑
田
を
畑
に
変
え
る
こ
と
は
︑
農
地
の
現
状
変
更
・
土
地
改

良
と
呼
ば
れ
︑
農
業
委
員
会
に
届
出
を
す
る
だ
け
で
可
能
と
な
る
場
合
が

あ
る
︒
高
度
経
済
成
長
期
以
降
︑
盛
ん
に
な
っ
た
地
下
鉄
建
設
や
様
々
な

造
成
工
事
な
ど
で
は
︑
そ
の
作
業
過
程
に
お
い
て
工
事
現
場
か
ら
搬
出
さ

れ
る
土
砂
で
あ
る
建
設
発
生
土
（
以
下
︑
残
土
）
が
生
ま
れ
る
︒
残
土
は

廃
棄
物
処
理
法
（﹁
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
﹂
昭
和
四

五
年
法
律
第
一
三
号
）
に
規
定
さ
れ
る
廃
棄
物
で
は
な
い
が
︑
作
業
内
容

に
よ
っ
て
︑
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
や
砕
石
な
ど
廃
棄
物
が
混
入
し
て
し
ま
う

こ
と
が
多
く
︑
そ
の
場
合
は
産
業
廃
棄
物
の
扱
い
と
な
り
︑
残
土
は
処
理

場
へ
搬
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
現
在
で
は
環
境
を
守
る
意
味
か
ら
も
︑

混
入
し
て
い
る
廃
棄
物
を
取
り
除
き
︑
そ
の
分
別
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
許
可

さ
れ
て
い
る
利
用
基
準
に
従
い
︑
工
作
物
の
埋
め
戻
し
︑
土
木
工
事
の
裏

込
め
︑
道
路
工
事
の
盛
土
な
ど
再
利
用
す
る
こ
と
が
国
土
交
通
省
か
ら
も

求
め
ら
れ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
高
度
経
済
成
長
期
は
︑
環
境
に
対
す
る
意
識
も
今
と
は
異
な

り
︑
残
土
に
対
し
て
分
別
を
行
っ
て
埋
め
戻
し
に
再
利
用
す
る
と
い
う
こ

と
は
多
く
は
な
か
っ
た
︒
残
土
の
搬
出
に
つ
い
て
も
︑
処
理
地
へ
大
量
に

輸
送
す
る
だ
け
で
も
建
設
業
者
に
と
っ
て
は
負
担
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

そ
の
た
め
建
設
業
者
が
そ
の
責
任
の
う
え
で
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

残
土
を
︑
農
家
が
処
分
料
と
し
て
料
金
を
も
ら
っ
た
う
え
で
受
け
取
り
︑

そ
の
残
土
を
田
に
入
れ
畑
に
変
え
た
と
い
う
聞
き
取
り
も
市
川
市
北
部
で

得
ら
れ
て
い
る
︒
建
設
業
者
に
と
っ
て
は
残
土
を
遠
方
の
処
理
地
ま
で
輸

送
す
れ
ば
︑
時
間
と
労
力
と
そ
れ
に
伴
う
経
費
が
か
か
る
と
こ
ろ
を
︑
低

廉
な
処
分
料
金
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
︑
農
家
に
と
っ
て
は
︑
農
地
の

現
状
変
更
に
必
要
な
土
を
買
う
の
で
は
な
く
︑
処
理
料
金
を
得
た
う
え
で

手
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
双
方
に
と
っ
て
好
都
合
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
︒
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
︑
田
が
畑
へ
変
わ
る
こ
と
で
︑
田
の
埋
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立
が
行
わ
れ
︑
そ
れ
が
次
の
転
用
（
宅
地
化
）
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
︒

行
徳
地
区
の
農
地
に
つ
い
て
︑﹁
田
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
︑主
に
水
稲
・

レ
ン
コ
ン
で
若
干
ネ
ギ
等
が
作
付
け
﹂（﹃
市
政
概
要

平
成
二
年
度
版
﹄）

さ
れ
て
お
り
︑
当
時
こ
の
地
が
市
川
市
域
最
大
の
米
の
生
産
地
で
あ
っ
た

と
記
す
資
料
も
あ
る
が
︑
同
時
に
﹁
区
画
整
理
事
業
が
進
行
し
て
︑
農
業

経
営
は
大
幅
に
後
退
﹂
と
農
業
の
行
く
先
に
衰
退
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
︒

厳
し
い
状
況
の
な
か
︑
市
川
の
農
業
は
そ
の
未
来
を
大
柏
地
区
に
託
し
︑

﹁
大
野
町
及
び
大
町
の
一
部
約
三
八
六
ha
を
農
業
振
興
地
域
に
指
定
し
︑

果
樹
を
主
体
と
し
た
生
産
集
団
の
整
備
を
進
め
る
﹂
と
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
︒
農
業
に
関
わ
る
経
済
部
で
の
市
川
市
の
職
員
配
置
の
変
遷

を
示
し
た
1
︲
3
︲
31
を
見
る
と
︑
一
九
八
〇
年
か
ら
八
五
年
を
ピ
ー
ク

に
︑
商
工
課
・
農
水
課
関
係
の
職
員
数
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
︑
商
工

関
係
の
減
少
に
比
較
し
て
農
水
関
係
の
職
員
の
減
少
は
緩
や
か
で
あ
る
︒

農
地
の
絶
対
的
な
減
少
と
い
う
状
況
の
な
か
︑
農
業
に
向
き
合
っ
て
き

た
市
川
市
に
お
い
て
︑
特
に
大
柏
地
区
で
の
整
備
は
実
を
結
び
︑
二
〇
〇

七
年
︑
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
登
録
﹁
市
川
の
梨
﹂﹁
市
川
の
な
し
﹂

と
し
て
︑
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
を
受
け
︑
全
国
的
に
知
名
度
も
あ
げ
て

い
る
︒

今
一
度
︑
人
口
の
増
加
に
話
を
戻
す
︒
1
︲
3
︲
41
は
︑
大
柏
地
区
お

よ
び
行
徳
地
区
の
町
別
の
人
口
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
住
居
表
示
が
実

（「市職員配置表」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-13〕経済部配置職員数（1975－2015年度）



第３節　昭和から平成への転換期における町域再編と変容

41

町名 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年

大
柏
地
区

南大野 8,800 
大野町 2,231 5,050 7,646 8,340 14,873 10,922 
柏井町 1,924 2,653 4,585 5,451 6,547 7,335 
大町 1,286 2,537 4,854 5,266 4,830 4,376 
奉免町 225 384 510 651 1,112 1,332 
（大柏地区計） 5,666 10,624 17,595 19,708 27,362 32,765 

行
徳
地
区

本行徳 5,308 4,822 4,567 2,558 2,652 2,906 
関ケ島 875 838 890 971 1,339 1,635 
伊勢宿 792 921 1,110 1,338 1,465 1,503 
下新宿 748 521 573 1,129 1,307 1,650 
河原 1,968 1,257 819 789 972 1,110 
下妙典 740 819 1,045 22 32 10 
上妙典 874 772 995 2,459 2,600 2,733 
押切 1,149 1,172 1,842 1,320 1,372 1,419 
湊 1,076 1,284 3,795 1,309 1,434 1,439 
湊新田 939 1,069 2,013 3,324 3,947 4,208 
香取 988 1,453 1,968 3,581 4,178 4,367 
欠真間 841 1,061 2,067 4,890 5,950 7,072 
相之川 2,368 2,907 3,665 5,924 7,655 9,281 
新井 1,630 1,886 3,691 6,538 7,881 8,966 
島尻 170 250 332 331 379 325 
当代島飛地 4 47 554
加藤新田 14 75 10 3 
儀兵衛新田
千鳥町 13 50 69 38 39 
高浜町 20 2 ‐ ‐
塩浜 3 8 5,458 7,481 
広尾 442 1,172 1,596 1,704 
南行徳 428 4,804 6,795 9,934 
福栄 1,382 8,314 11,013 13,394 
行徳駅前 8,446 9,543 10,877 
新浜 2,227 2,731 3,191 
入船町 542 880 1,436 
日之出町 1,860 2,357 2,334 
末広 1,671 2,811 4,032 
本塩 2,004 1,909 2,375 
富浜 3,023 4,151 5,079 
塩焼 3,322 7,760 10,348 
宝 1,231 2,600 3,681 
幸 2,866 5,722 6,544 
（行徳地区計） 20,470 21,092 32,265 78,119 108,537 131,076

注）地域区分が不明な人口は除く
（「町丁別男女別人口および世帯数」「町丁別世帯数および男女別人口」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

注）妙典は便宜上、上妙典に含めている

〔1-3-14〕大柏・行徳地区町別人口変遷（1965-1990年）
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施
さ
れ
︑
丁
目
を
有
す
る
町
も
︑
町
名
で
ま
と
め
て
人
口
を
表
し
て
い
る
︒

町
域
の
変
更
を
繰
り
返
し
て
い
る
た
め
︑
分
割
・
編
入
に
よ
る
人
口
数
値

ま
で
は
反
映
が
不
可
能
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
数
値
が
正
確
と
は
言
え
な

い
が
︑
概
観
す
る
に
は
有
効
な
数
値
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

本
行
徳
は
早
く
か
ら
町
場
と
し
て
成
熟
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑
前
述

の
よ
う
に
複
数
の
町
の
再
編
に
お
い
て
基
本
的
に
は
分
割
す
る
側
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
︑
行
徳
地
区
が
も
つ
人
口
増
加
の
倍
率
（
一
九
六
五
年
か

ら
一
九
九
〇
年
で
六
・
四
倍
）
と
は
異
な
る
数
値
の
変
遷
を
辿
り
︑
人
口

は
︑
ほ
ぼ
年
を
追
っ
て
減
少
し
て
い
っ
た
︒
関
ケ
島
・
伊
勢
宿
・
下
新
宿
・

押
切
・
湊
な
ど
︑
江
戸
川
に
沿
っ
て
旧
道
沿
い
に
発
展
し
た
町
は
︑
い
ず

れ
も
増
加
率
は
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
ら
ず
︑
河
原
に
至
っ
て
は
︑
分
割

も
あ
り
一
度
は
六
〇
％
以
下
に
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
い
ず
れ
も
一
九

八
五
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
町
の
人
口
が
増
え
て
い
る
︒
行
徳
地

区
の
人
口
急
増
ラ
イ
ン
は
︑
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
の
間
に
み
ら

れ
︑
二
・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
の
期
間
が
行
徳
地
区
の
新
し

い
町
の
誕
生
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
︒
た
く
さ
ん
の
新
し
い
町
が
作
ら
れ
︑
ま

た
︑
旧
来
の
町
の
な
か
に
も
新
た
な
住
宅
が
建
ち
︑
多
く
の
新
住
民
を
受

け
入
れ
た
︒
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
ま
で
の
四
半
世
紀
で
一
一
万
人
以
上
の

人
口
増
加
と
い
う
数
字
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

行
徳
地
区
が
︑
か
つ
て
の
倍
以
上
の
新
し
い
町
を
生
み
出
し
た
こ
と
に

比
べ
︑
大
柏
地
区
に
で
き
た
新
た
な
町
は
南
大
野
ひ
と
つ
だ
け
で
あ
っ
た
︒

大
柏
地
区
の
人
口
急
増
ラ
イ
ン
は
︑
行
徳
地
区
の
そ
れ
よ
り
早
く
︑
一
九

六
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
の
間
に
み
ら
れ
︑
約
二
倍
の
人
口
に
な
っ
て
い

る
︒
町
の
再
編
と
の
関
わ
り
も
大
き
い
が
︑
大
柏
地
区
で
は
︑
四
倍
弱
か

ら
六
倍
弱
の
数
値
で
旧
来
の
四
つ
の
町
が
同
じ
よ
う
に
人
口
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
ろ
う
︒

1
︲
3
︲
51
は
︑
市
川
市
職
員
の
う
ち
︑
現
在
の
大
柏
出
張
所
と
行
徳

支
所
に
配
置
さ
れ
た
職
員
数
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
部
局
や
課

は
度
々
改
編
さ
れ
る
た
め
︑
所
属
も
年
度
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
の
だ
が
︑

数
字
の
追
え
る
範
囲
で
み
る
と
︑
現
在
の
大
柏
出
張
所
に
あ
た
る
部
課
の

職
員
は
︑
一
九
八
五
年
か
ら
は
一
〇
人
以
上
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
︒
ま
た
行
徳
支
所
は
︑
一
九
七
五
年
に
は
二
六
人
だ
っ
た
が
︑
五

年
後
の
一
九
八
〇
年
に
は
︑
五
八
人
と
二
倍
以
上
の
職
員
が
配
置
さ
れ
て

い
る
︒
市
職
員
の
総
数
を
み
る
と
︑
一
九
七
五
年
は
二
二
一
三
人
︑
五
年

後
の
一
九
八
〇
年
は
三
三
五
八
人
と
な
っ
て
お
り
︑
総
数
は
約
一
・
五
二

倍
の
増
加
で
あ
る
が
︑
行
徳
支
所
の
職
員
は
二
・
二
三
倍
と
な
っ
て
お
り
︑

市
職
員
全
体
か
ら
み
た
行
徳
支
所
へ
の
配
置
職
員
の
割
合
も
︑
一
九
七
五

年
に
は
︑
一
・
一
七
％
だ
っ
た
も
の
が
︑
一
九
九
〇
年
に
は
一
・
八
六
％

へ
と
上
昇
し
て
い
る
︒
行
徳
支
所
へ
の
配
置
の
増
員
は
︑
急
増
す
る
住
民

へ
の
対
応
で
あ
ろ
う
︒
ち
な
み
に
一
九
九
二
年
の
行
徳
支
所
の
組
織
は
︑

庶
務
課
・
税
務
課
・
市
民
課
の
各
課
で
構
成
さ
れ
て
い
た
︒
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5

新
し
い
市
民

住
宅
地
と
な
っ
た
行
徳
地
区
の
新
し
い
街
に
は
︑
ど
の
よ
う
な
世
代
の

人
々
が
居
住
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
こ
で
市
域
の
小
学
校
の
特
色
や
変
化

か
ら
市
域
の
様
子
を
探
っ
て
み
よ
う
︒
1
︲
3
︲
61
は
︑
一
九
九
〇
（
平

成
二
）
年
段
階
で
存
在
す
る
三
八
校
の
市
川
市
立
小
学
校
を
列
記
し
た
も

の
で
︑
市
史
エ
リ
ア
が
付
記
し
て
あ
る
︒
こ
の
時
期
以
降
に
新
設
さ
れ
た

小
学
校
は
︑
一
九
九
九
年
開
校
の
妙
典
小
学
校
一
校
の
み
で
あ
る
︒
ま
た
︑

塩
浜
小
学
校
は
︑
二
〇
一
五
年
に
小
中
一
貫
と
な
り
︑
翌
二
〇
一
六
年
に

千
葉
県
最
初
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
る
塩
浜
学
園
に
組
織
編
成
さ
れ
た
︒

そ
の
た
め
︑
か
つ
て
の
塩
浜
小
学
校
と
同
じ
場
所
で
前
期
課
程
と
し
て
小

学
校
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
︑
塩
浜
小
学
校
と
い
う
名
称
の
学
校
は
現

在
存
在
し
な
い
︒

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
制
定
さ
れ
た
学
制
に
従
い
︑
市
川
市
域
で

も
小
学
校
・
分
教
場
な
ど
︑
現
在
の
小
学
校
の
淵
源
と
な
る
学
校
が
創
設

さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
統
廃
合
や
組
織
変
更
な
ど
も
あ
り
︑
開
校
年
月
日
の

設
定
は
︑
各
校
の
解
釈
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
︑
一
九
四
七
（
昭
和
二

二
）
年
に
制
定
さ
れ
た
六
・
三
・
三
・
四
制
（
教
育
基
本
法
︹
昭
和
二
二

年
法
律
第
二
五
号
︺
／
学
校
教
育
法
︹
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
六
号
︺）

以
前
に
市
川
市
域
に
設
立
さ
れ
て
い
た
小
学
校
は
︑
八
幡
小
学
校
・
国
分

小
学
校
・
大
柏
小
学
校
・
行
徳
小
学
校
・
南
行
徳
小
学
校
・
市
川
小
学
校
・

（「市職員配置表」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-15〕出張所・支所市職員配置（1975-1990年度）
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小学校 開校年 市史エリア
市 川 小 学 校 1874（明治 7）年 ❶
真 間 小 学 校 1934（昭和 9）年 ❶
中 山 小 学 校 1883（明治16）年 ❹
八 幡 小 学 校 1873（明治 6）年 ❸
国 分 小 学 校 1873（明治 6）年 ❼
大 柏 小 学 校 1873（明治 6）年 ❾
宮 田 小 学 校 1950（昭和25）年 ❶
冨貴島小学校 1951（昭和26）年 ❸
若 宮 小 学 校 1952（昭和27）年 ❺
国府台小学校 1952（昭和27）年 ❶
平 田 小 学 校 1953（昭和28）年 ❷
鬼 高 小 学 校 1956（昭和31）年 ❹
菅 野 小 学 校 1957（昭和32）年 ❸
行 徳 小 学 校 1873（明治 6）年 ❿
信 篤 小 学 校 1896（明治29）年 ❽
稲荷木小学校 1956（昭和31）年 ❷
南行徳小学校 1873（明治 6）年 ⓫
鶴 指 小 学 校 1967（昭和42）年 ❷
宮久保小学校 1968（昭和43）年 ❸
二 俣 小 学 校 1970（昭和45）年 ❽
中国分小学校 1972（昭和47）年 ❻
曽 谷 小 学 校 1972（昭和47）年 ❼
大 町 小 学 校 1973（昭和48）年 ❾
北 方 小 学 校 1974（昭和49）年 ❺
新 浜 小 学 校 1975（昭和50）年 ⓫
百合台小学校 1977（昭和52）年 ❼
富美浜小学校 1978（昭和53）年 ⓬
柏 井 小 学 校 1979（昭和54）年 ❾
大 洲 小 学 校 1979（昭和54）年 ❷
幸 小 学 校 1979（昭和54）年 ⓭
新 井 小 学 校 1980（昭和55）年 ⓬
南新浜小学校 1980（昭和55）年 ⓫
大 野 小 学 校 1980（昭和55）年 ❾
塩 焼 小 学 校 1981（昭和56）年 ❿
稲 越 小 学 校 1981（昭和56）年 ❼
塩 浜 小 学 校 1981（昭和56）年 ⓭
大和田小学校 1983（昭和58）年 ❷
福 栄 小 学 校 1985（昭和60）年 ⓬

（市川市教育委員会資料「市立小学校一覧」および各校沿革より作成）

中
山
小
学
校
・
信
篤
小
学
校
・
真
間
小
学
校
の
九
校
で
︑
地
区
別
に
み
る

と
︑
本
庁
地
区
が
六
校
︑
大
柏
地
区
が
一
校
︑
行
徳
地
区
が
二
校
で
あ
る
︒

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら
の
四
半
世
紀
の
間
に
は
︑
一
九
五
〇
年
の
宮

田
小
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
︑
冨
貴
島
小
学
校
・
若
宮
小
学
校
・
国
府
台

小
学
校
・
平
田
小
学
校
・
鬼
高
小
学
校
・
稲と

う

荷か

木ぎ

小
学
校
・
菅
野
小
学
校
・

鶴つ
る

指さ
し

小
学
校
・
宮
久
保
小
学
校
・
二
俣
小
学
校
と
一
一
校
が
開
校
し
た
が
︑

こ
れ
ら
の
小
学
校
は
す
べ
て
本
庁
地
区
の
小
学
校
だ
っ
た
︒

一
九
七
三
年
に
は
︑
大
柏
小
学
校
か
ら
大
町
小
学
校
が
分
離
し
︑
大
柏

地
区
の
小
学
校
が
初
め
て
複
数
に
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
な
が
ら
く
行
徳
小

学
校
・
南
行
徳
小
学
校
の
二
校
体
制
だ
っ
た
行
徳
地
区
に
も
変
化
が
訪
れ

る
︒
一
九
七
五
年
に
新
浜
小
学
校
が
開
校
し
て
以
降
︑
新
し
い
小
学
校
が

次
々
と
開
校
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
新
浜
小
学
校
以
降
一
九
八
五
年
ま

で
の
一
一
年
間
に
市
川
市
域
で
開
校
し
た
市
立
小
学
校
一
四
校
の
う
ち
︑

実
に
八
校
ま
で
が
行
徳
地
区
の
小
学
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

1
︲
3
︲
71
は
︑
一
九
七
〇
年
と
一
九
九
〇
年
の
市
川
市
立
小
学
校
の

学
校
数
︑
児
童
数
と
教
職
員
数
を
示
し
た
も
の
で
︑
1
︲
3
︲
81
は
︑
そ

の
変
化
の
様
子
を
棒
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
︑
グ
ラ
フ
か
ら
は
大

柏
地
区
と
行
徳
地
区
の
伸
び
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
本
庁
地
区
で
は
︑

児
童
数
は
若
干
減
少
し
て
い
る
が
︑
小
学
校
数
は
増
加
し
︑
教
職
員
数
も

同
様
に
増
加
し
て
い
る
︒
当
時
の
文
部
省
が
少
人
数
教
育
を
め
ざ
し
︑﹁
公

〔1-3-16〕市立小学校一覧（1990年現在）
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1970年度 1990年度
小学校数 児童数 教職員数 小学校数 児童数 教職員数

本庁地区 17 17,292 519 24 16,481 848
大柏地区 1 861 24 4 2,752 137
行徳地区 2 1,884 59 10 10,518 460
総数 20 20,037 602 38 29,751 1,445

25

20

15

10

5

0

（校）

２０，０００

１５，０００

１０，０００

５，０００

０

（人）

小学校数の変化

児童数の変化

1970年度 1990年度

1970年度 1990年度

本庁地区 大柏地区 行徳地区

本庁地区 大柏地区 行徳地区

（「公私立小学校教職員児童数」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-17〕市立小学校の学校・児童・教職員数（1970・1990年度）

（「公私立小学校教職員児童数」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-3-18〕地区別市立小学校数・児童数の変化（1970・1990年度）
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総人口 1970 1990 増加率
総数 247,700 428,709 1.731
　本庁地区 215,108 264,868 1.231
　大柏地区 10,624 32,765 3.084
　行徳地区 21,239 131,076 6.171

児童数（1970） 児童数（1990） 増加率
総数 20,037 29,751 1.485
　本庁地区 17,292 16,481 0.953
　大柏地区 861 2,752 3.196
　行徳地区 1,884 10,518 5.583

大町小

北方小

富美浜小

柏井小

新井小

塩焼小

塩浜学園
（旧・塩浜小）
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幸小

柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小柏井小

大柏小
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若宮小

鬼高小

菅野小

妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小

塩焼小塩焼小塩焼小塩焼小塩焼小塩焼小塩焼小

幸小幸小幸小幸小幸小幸小幸小幸小

行徳小

妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小妙典小

鬼高小鬼高小

新井小新井小

富美浜小富美浜小富美浜小富美浜小富美浜小富美浜小

新井小新井小新井小新井小新井小新井小新井小新井小新井小新井小新井小

富美浜小富美浜小

南行徳小

鶴指小

北方小北方小北方小北方小北方小北方小

若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小若宮小

宮久保小

二俣小

稲越小稲越小稲越小稲越小稲越小稲越小
中国分小

立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法

律
﹂（
昭
和
三
三
年
法
律
第
一
一
六
号
）︹
通
称
：
義
務
標
準
法
義
務
教

育
標
準
法
︺
を
一
九
八
〇
年
に
改
正
し
︑
一
学
級
の
上
限
を
四
〇
人
と
決

め
た
こ
と
に
よ
る
教
育
の
現
場
で
の
改
革
も
教
職
員
数
増
加
の
大
き
な
要

素
で
あ
る
︒

1
︲
3
︲
91
で
︑
人
口
の
増
加
率
と
大
柏
地
区
と
行
徳
地
区
の
児
童
の

増
加
率
を
み
る
と
︑
そ
の
数
値
の
高
さ
に
あ
ら
た
め
て
驚
き
を
覚
え
る
︒

こ
の
数
値
か
ら
は
︑
大
柏
地
区
と
行
徳
地
区
に
新
た
に
造
成
さ
れ
た
住
宅

地
域
に
転
入
し
て
き
た
新
住
民
の
多
く
が
若
い
子
育
て
世
代
だ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

両
地
区
の
小
学
校
の
学
区
面
積
を
比
べ
て
み
よ
う
︒
二
〇
一
八
（
平
成

三
〇
）
年
現
在
︑
約
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
持
つ
大
柏
地
区

に
は
四
校
の
小
学
校
が
あ
り
︑
約
一
二
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積

を
持
つ
行
徳
地
区
に
は
塩
浜
学
園
を
含
む
一
一
校
の
小
学
校
が
あ
る
︒
一

（「公私立小学校教職員児童数」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

（「市川市都市計画基本図」〔2016年〕より作成）

〔1-3-19〕人口と児童数の増加率比較

〔1-3-20〕市立小学校所在地地図（2018年）
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校
当
た
り
の
平
均
学
区
面
積
は
︑
大
柏
地
区
が
二
・
七
二
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
︑
行
徳
地
区
が
一
・
一
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
︑
行

徳
地
区
の
小
学
校
は
学
区
が
比
較
的
狭
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
行
徳
地
区
で

は
︑
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
過
程
で
︑
戸
建
て
住
宅
の
ほ
か
に

集
合
住
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
︑面
積
に
比
し
て
人
口
の
増
加
が
大
き
か
っ
た
︒

そ
の
た
め
小
学
校
の
学
区
も
狭
く
な
り
1
︲
3
︲
02
で
は
人
口
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
背
中
合
わ
せ
に
新
設
さ
れ
た
小
学
校
も
確
認
で
き
る
︒
こ

の
よ
う
な
小
学
校
の
状
況
も
ま
た
︑
行
徳
地
区
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
︒

大
柏
地
区
と
行
徳
地
区
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
ー
の
異
な
る
特
色
を
持
つ

街
と
な
っ
て
い
る
が
︑
こ
の
よ
う
な
居
住
空
間
の
違
い
も
街
の
形
成
の
要

素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒

6

市
川
の
都
市
公
園

街
を
概
観
す
る
指
標
と
し
て
都
市
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ
る
市
域
の
公
園

（
都
市
公
園
）
を
み
て
み
よ
う
︒
都
市
公
園
は
︑一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）

年
に
制
定
さ
れ
た
﹁
都
市
公
園
法
﹂（
昭
和
三
一
年
法
律
第
七
九
号
）
に

よ
っ
て
︑
設
置
や
管
理
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
︑
大
き
く
﹁
住
区
基

幹
公
園
﹂﹁
都
市
基
幹
公
園
﹂﹁
大
規
模
公
園
﹂﹁
国
営
公
園
﹂﹁
緩
衝
緑
地

等
﹂
と
い
う
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
︒
市
川
市
域
で
は
︑
例
え
ば
︑
大

町
公
園
は
都
市
基
幹
公
園
の
な
か
の
総
合
公
園
︑
国
府
台
公
園
や
塩
浜
一

号
公
園
は
同
じ
く
都
市
基
幹
公
園
の
な
か
の
運
動
公
園
︑姥う

ば

山や
ま

貝
塚
公
園
・

国
分
尼
寺
跡
公
園
・
堀
之
内
貝
塚
公
園
は
緩
衝
緑
地
等
の
な
か
の
特
殊
公

園
︑
と
い
う
よ
う
に
︑
公
園
に
は
︑
種
別
が
定
め
ら
れ
︑
都
市
公
園
法
お

よ
び
市
川
市
都
市
公
園
条
例
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
︒

前
述
の
住
区
基
幹
公
園
は
︑国
土
交
通
省
都
市
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑

﹁
都
市
公
園
の
種
類
﹂
と
し
て
︑
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
る
︒

街
区
公
園
︙
も
っ
ぱ
ら
街
区
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
公
園
で
誘
致
距
離
二
五
〇
m
の
範
囲
内

で
一
箇
所
当
た
り
面
積
〇
・
二
五
ha
を
標
準
と
し
て
配

置
す
る

近
隣
公
園
︙
主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
公
園
で
近
隣
住
区
当
た
り
一
箇
所
を
誘

致
距
離
五
〇
〇
m
の
範
囲
内
で
一
箇
所
当
た
り
面
積
二

ha
を
標
準
と
し
て
配
置
す
る

地
区
公
園
︙
主
と
し
て
徒
歩
圏
内
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
公
園
で
誘
致
距
離
一
㎞
の
範
囲
内

で
一
箇
所
当
た
り
面
積
四
ha
を
標
準
と
し
て
配
置
す
る
︒

都
市
計
画
区
域
外
の
一
定
の
町
村
に
お
け
る
特
定
地
区

公
園
（
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
）
は
︑
面
積
四
ha
以
上
を

標
準
と
す
る
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街
の
各
所
に
あ
る
小
さ
な
公
園
は
︑
街
区
公
園
と
い
う
種
別
の
公
園
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
は
︑
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
現
在
で
市

域
に
三
〇
〇
余
を
数
え
て
い
る
︒
比
較
的
広
い
敷
地
を
も
つ
近
隣
公
園
は
︑

こ
ざ
と
北
公
園
（
南
大
野
）・
妙
典
公
園
（
妙
典
）・
駅
前
公
園
（
湊
新
田
）・

塩
焼
中
央
公
園
（
塩
焼
）・
塩
浜
中
央
公
園
（
塩
浜
）・
原
木
公
園
（
原
木
）・

行
徳
中
央
公
園
（
富
浜
）・
須
和
田
公
園
（
須
和
田
）・
東
海
面
公
園
（
南

行
徳
）・
南
行
徳
公
園
（
相
之
川
）・
大
洲
防
災
公
園
（
大
洲
）・
下
妙
典

公
園
（
下
妙
典
）
と
市
域
の
中
南
部
を
中
心
に
一
二
園
あ
る
が
︑
こ
れ
ら

は
︑
市
民
が
休
日
に
家
族
で
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
公
園
で
あ
ろ
う
︒

地
区
公
園
は
︑
里
見
公
園
（
国
府
台
）・
小
塚
山
公
園
（
北
国
分
）・
広

尾
防
災
公
園
（
広
尾
）
の
三
園
と
な
っ
て
お
り
︑
市
川
市
の
古
く
か
ら
の

名
所
・
国
府
台
の
地
に
あ
る
里
見
公
園
は
こ
の
種
別
に
属
し
て
い
る
︒
そ

れ
以
外
の
小
規
模
な
公
園
が
ほ
ぼ
街
区
公
園
と
な
り
︑
市
民
が
生
活
の
な

か
で
目
に
し
︑
あ
る
い
は
遊
び
︑
ま
た
憩
う
場
所
と
な
っ
て
い
る
が
︑
そ

の
設
立
経
緯
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
︒

特
例
を
除
け
ば
︑
①
市
が
事
業
と
し
て
設
置
し
た
も
の
︑
②
土
地
区
画

整
理
事
業
の
際
に
設
置
し
た
も
の
︑
③
宅
地
開
発
に
際
し
て
提
供
さ
れ
た

も
の
︑
が
主
な
設
置
経
緯
と
な
る
︒
①
の
市
の
事
業
は
必
要
に
応
じ
て
︑

市
有
地
あ
る
い
は
市
が
購
入
し
た
土
地
に
設
置
し
︑
②
は
大
規
模
な
区
画

整
理
事
業
の
な
か
︑
計
画
的
に
設
置
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
︒
③
は
︑

宅
地
開
発
と
関
連
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
︑
提
供
公
園
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
︒
こ
れ
は
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
た
り
︑
宅
地
開
発
を
行

う
際
︑
建
物
と
隣
接
す
る
敷
地
内
に
公
園
を
整
備
し
︑
そ
れ
を
居
住
者
の

み
な
ら
ず
周
辺
住
民
な
ど
誰
も
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
開
放
し
た
も
の
で

あ
る
︒
つ
ま
り
︑
マ
ン
シ
ョ
ン
や
分
譲
地
の
敷
地
の
一
部
に
建
設
し
た
公

園
を
自
治
体
に
無
償
提
供
す
る
こ
と
か
ら
︑
提
供
公
園
と
い
う
呼
び
名
も

あ
り
︑
住
民
に
は
公
園
敷
地
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
は
賦
課
さ
れ
な
い
︒

提
供
さ
れ
た
公
園
は
自
治
体
の
所
有
と
な
り
︑
自
治
体
が
規
定
し
た
利
用

基
準
に
し
た
が
っ
て
運
営
し
︑維
持
や
管
理
も
自
治
体
が
行
う
も
の
で
あ
る
︒

こ
れ
は
︑﹁
都
市
計
画
法
﹂（
昭
和
四
三
年
法
律
第
一
〇
〇
号
）
に
よ
っ
て
︑

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
や
宅
地
開
発
に
際
し
て
は
︑
開
発
者
の
負
担
に
よ
っ
て

公
園
整
備
を
す
る
こ
と
が
開
発
許
可
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒

1
︲
3
︲
12
は
︑
一
九
九
〇
年
段
階
で
設
置
さ
れ
て
い
た
街
区
公
園
の

面
積
を
各
地
区
別
に
割
合
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
段
階
で
は
︑
行

徳
地
区
の
街
区
公
園
面
積
が
︑
本
庁
地
区
を
凌
駕
し
て
お
り
︑
地
区
面
積

の
大
小
か
ら
比
す
れ
ば
︑
行
徳
地
区
で
は
街
区
公
園
に
相
当
の
ウ
ェ
イ
ト

が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の
表
か
ら
読
み
取
れ
る

こ
と
は
︑
緑
豊
か
な
大
柏
地
区
に
先
ん
じ
て
本
庁
地
区
・
行
徳
地
区
の
市

街
化
に
対
応
し
て
公
園
設
置
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
早
い
段
階

か
ら
町
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
本
庁
地
区
で
は
︑
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

公
園
設
置
が
若
干
少
な
く
︑
必
要
な
公
園
は
市
が
施
策
と
し
て
設
置
し
た

ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
行
徳
地
区
で
は
︑
土
地
区
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①各地区における街区公園の面積、および地区面積に対する割合

管内面積
（㎡）

街区公園
（㎡）

街区公園
割合

本庁地区 31,149,000 95,196.79 0.31%

大柏地区 10,908,000 23,720.49 0.22%

行徳地区 12,614,000 118,258.49 0.94%

②街区公園の設立経緯別割合

街区公園内
割合 宅地開発 区画整理 市事業

本庁地区 34% 32% 31%

大柏地区 42% 56% 2%

行徳地区 15% 73% 7%

（市川市総務部総務課資料「管内別・町名別面積」および
市川市水と緑の部公園緑地課資料「都市公園一覧」より作成）

〔1-3-21〕地区別街区公園の状況（1990年） 画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
︑
計
画
的
に
公
園
が
配
置
さ
れ
︑
か
つ
︑
業
者
に

よ
る
宅
地
開
発
に
よ
り
︑
各
所
に
公
園
が
提
供
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
︑
公

園
が
早
い
段
階
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

行
徳
地
区
は
﹁
新
し
い
街
﹂
で
あ
り
︑
計
画
的
に
街
区
が
形
成
さ
れ
︑

学
校
・
公
園
な
ど
子
育
て
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
︒
住
宅
費

は
都
内
に
比
し
て
低
廉
だ
が
︑
都
心
へ
の
交
通
が
便
利
な
行
徳
地
区
は
︑

移
り
住
ん
で
き
た
人
々
が
街
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ

り
︑
新
住
民
が
居
住
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た
︒
こ
う
し
た
こ
と
が
若
い
子

育
て
世
代
に
は
︑
魅
力
あ
る
街
と
し
て
認
識
さ
れ
︑
行
徳
地
区
へ
の
移
入

が
激
増
し
た
の
で
あ
る
︒

7

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

昭
和
か
ら
平
成
の
転
換
期
に
お
け
る
人
口
の
増
加
は
︑
市
川
市
を
都
市

近
郊
農
村
か
ら
︑
住
宅
地
へ
と
一
気
に
そ
の
地
域
特
色
を
塗
り
替
え
た
︒

一
九
七
四
年
に
は
三
〇
万
都
市
と
な
っ
た
市
川
市
は
︑
道
路
・
下
水
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
︑
多
く
の
施
設
を
設
置
し
た
︒
こ
の
時
期
は
︑

現
在
の
市
川
市
の
施
設
構
成
の
基
本
が
整
っ
た
時
期
で
も
あ
る
︒

そ
う
し
た
状
況
の
下
で
︑市
川
市
は
︑一
九
六
三（
昭
和
三
八
）年
の
安
全

都
市
宣
言
に
続
き
︑
一
九
八
四
年
に
新
た
な
都
市
宣
言
を
行
う
︒﹁
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
宣
言
﹂
で
あ
る
︒
二
〇
一
七（
平
成
二
九
）
年
に
取
り
壊
さ

れ
た
市
役
所
本
庁
舎
の
千
葉
街
道
に
面
す
る
駐
車
場
に
建
つ
都
市
宣
言
が
書

か
れ
た
大
き
な
標
柱
を
目
に
し
た
市
民
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
︒
都
市
宣
言
を

行
っ
た
一
九
八
四
年
当
時
︑
国
際
社
会
は
東
側
社
会
主
義
諸
国
と
西
側
自
由

主
義
諸
国
が
政
治
・
軍
事
・
経
済
的
に
対
立
す
る
東
西
冷
戦
の
時
代
だ
っ
た
︒

ソ
ビ
エ
ト
連
邦（
現
・
ロ
シ
ア
連
邦
）
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
端
を
発

し
て
︑
ソ
連︹
東
︺・
ア
メ
リ
カ︹
西
︺
間
が
緊
迫
し
︑
一
九
八
〇
年
に
は
︑

ソ
連
で
開
催
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ア
メ
リ
カ
が
ボ
イ
コ
ッ
ト

し
︑
日
本
も
同
様
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
に
至
っ
た
︒
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〔1-3-22〕核兵器廃絶平和都市宣言に関する展示

続
く
四
年
後
の
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
︑
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
復
と
し
て
東
側
諸

国
が
参
加
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
︑
世
界
中
に
重
苦
し
い
暗
雲
が
垂
れ
込
め
て

い
た
︒
そ
し
て
︑
日
本
国
内
で
は
︑
東
西
冷
戦
の
緊
張
か
ら
発
生
し
た
危

機
感
か
ら
︑
急
速
に
非
核
都
市
宣
言
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
っ
た
︒

四
〇
万
人
に
迫
る
人
口
を
有
す
る
都
市
に
な
っ
て
い
た
市
川
市
が
発
し

た
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
は
︑
施
設
の
建
設
な
ど
ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ

（
有
形
イ
ン
フ
ラ
）
だ
け
で
な
く
︑
国
際
関
係
や
文
化
な
ど
に
も
市
や
市

民
が
目
を
向
け
て
い
く
時
代
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
と
も
い
え
よ

う
︒
そ
の
後
︑
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
登
場
を
契
機
に
︑
国
際
社
会
は
大
き

く
動
い
た
︒
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
︑
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
︑
一
九

八
九
年
に
地
中
海
の
マ
ル
タ
島
で
東
西
冷
戦
の
終
結
が
宣
言
さ
れ
た
︒
日

本
国
内
が
バ
ブ
ル
景
気
の
最
盛
期
に
踊
っ
て
い
た
時
で
あ
る
︒

二
〇
一
八
年
現
在
︑
千
葉
県
で
は
︑
五
五
の
自
治
体
す
べ
て
が
非
核
平

和
都
市
宣
言
（
宣
言
名
称
は
同
一
で
は
な
い
）
を
発
す
る
に
至
っ
た
︒
市

川
市
で
は
1
︲
3
︲
22
の
よ
う
に
︑
中
央
図
書
館
の
一
画
に
︑
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
︒
ま
た
夏
に

は
市
民
が
祈
り
を
込
め
て
作
っ
た
折
り
鶴
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

掲
示
さ
れ
る
ほ
か
︑
平
和
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
や
平
和
映
画
会
な
ど
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
事
業
も
行
っ
て
い
る
︒
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

に
基
づ
い
た
活
動
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
︒
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第4節
二
一
世
紀
を
生
き
る

1

新
た
な
価
値
観
と
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言

バ
ブ
ル
は
崩
壊
し
た
︒

金
利
は
下
が
り
︑
資
金
の
運
用
で
お
金
を
生
む
時
代
は
突
然
終
わ
り
を

告
げ
︑
急
激
な
緊
縮
財
政
へ
の
対
応
に
世
の
中
は
右
往
左
往
し
た
︒
つ
い

先
ご
ろ
ま
で
最
盛
期
だ
っ
た
経
済
環
境
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
た
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
建
設
工
事
は
︑
突
然
︑
梯は

し

子ご

を
外
さ
れ
た
よ
う
な
状

態
に
な
っ
た
が
︑
中
止
す
る
に
も
莫
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
︑

計
画
の
下
方
修
正
を
し
な
が
ら
︑
バ
ブ
ル
の
ツ
ケ
を
消
化
し
て
い
く
時
期

が
平
成
不
況
の
名
の
も
と
に
し
ば
ら
く
続
い
た
︒

地
上
げ
︑
財
テ
ク
と
い
う
言
葉
の
ほ
か
︑
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
残
る
バ

ブ
ル
時
代
で
あ
る
が
︑
興
奮
し
た
夢
か
ら
醒
め
た
あ
と
の
よ
う
に
︑
そ
の

崩
壊
後
の
時
代
を
人
び
と
は
生
活
や
価
値
観
を
切
り
替
え
な
が
ら
生
き
て

い
っ
た
︒
そ
の
よ
う
な
時
期
に
市
川
市
が
新
た
に
出
し
た
都
市
宣
言
が
︑

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
の
﹁
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言
﹂
で
あ

る
︒

平
成
の
時
代
に
入
っ
て
も
︑
市
川
市
の
人
口
は
増
加
し
続
け
て
い
た
が
︑

か
つ
て
は
大
き
な
上
昇
を
み
せ
て
い
た
そ
の
幅
は
1
︲
4
︲
1
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
︑
徐
々
に
小
規
模
と
な
っ
て
い
っ
た
︒
新
た
な
小
学
校
も
一
九

八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
行
徳
地
区
に
福
栄
小
学
校
が
開
校
し
て
以
降
は
︑

同
じ
行
徳
地
区
で
平
成
に
入
っ
て
か
ら
開
校
し
た
妙
典
小
学
校
（
一
九
九

九
年
）
の
一
校
の
み
で
あ
る
︒

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
一
九
八
六
年
三
月
に
︑
二
一
世
紀
に
向
か
っ

て
市
川
市
は
︑
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と
し
て
︑﹁
自
然
と
文
化
が
息
づ

く
ま
ち
﹂︑﹁
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
﹂︑﹁
快
適
で
安
全
な
ま
ち
﹂
の
三
つ

を
目
標
に
掲
げ
た
︒
一
九
九
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
総
合
五
か
年
計

画
で
は
︑
三
つ
の
将
来
像
に
基
づ
き
︑
そ
の
達
成
の
た
め
の
項
目
も
含
め

て
︑
二
二
の
分
野
を
設
定
し
て
計
画
を
樹
立
し
て
い
る
︒
引
用
が
長
く
な

る
が
当
時
の
市
川
市
の
求
め
て
い
た
方
向
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
︑

そ
の
概
要
を
載
せ
る
︒

﹁
自
然
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
﹂
を
つ
く
る

自

然
︙
エ
コ
マ
ッ
プ
（
環
境
資
源
情
報
図
）
の
作
成
︑
緑
地
の
取

得
︑
緑
の
基
金
の
拡
充

歴

史
︙
史
跡
曽
谷
貝
塚
の
公
有
地
化
︑
重
文
法
華
経
寺
祖
師
堂
の

保
存
修
理
助
成

文

化
︙
中
央
図
書
館
の
建
設
︑
映
像
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
文
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市川市人口増加率推移

地区別人口増加率推移

２．０
１．８
１．６
１．４
１．２
１．０
０．８

０．０
1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

（%）

１．４

１．２

１．０

０．８

０．０
1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

(年）

(年）

（%）

本庁地区 大柏地区 行徳地区

（「町丁別住民登録人口」「町丁別男女別人口および世帯数」「町丁別世帯数および男女別人口」『市川市統計年鑑』各年度より作成）

〔1-4-1〕人口増加率の推移（1965－2015年）

化
振
興
基
金
の
運
用

﹁
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
﹂
を
つ
く
る

こ
ど
も
︙
児
童
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
保
育
施

設
の
整
備
︑
保
育
内
容
の
拡
充

女

性
︙
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
︑
人
材
登

録
台
帳
の
作
成

高
齢
者
︙
高
齢
化
社
会
対
策
基
本
計
画
の
策
定
︑

福
祉
公
社
の
検
討
︑
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
住
宅
設
備
の
改

善
助
成

障
害
者
︙
精
神
薄
弱
者
通
所
施
設
の
建
設
︑
身
体

障
害
者
（
児
）
通
所
施
設
の
建
設

市
民
生
活
︙
福
祉
基
金
の
設
置
︑
市
営
住
宅
の
整

備
︑
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
整
備

教

育
︙

（
社
会
教
育
）
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
の
建
設
︑

公
民
館
の
建
設
︑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

の
創
設

（
学
校
教
育
）
幼
稚
園
舎
の
整
備
︑
義
務
教
育
施

設
の
整
備
︑
妙
典
小
学
校
の
新
設
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保

健
︙
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
急
病
診
療
セ
ン
タ
ー

の
建
設
︑
保
健
・
予
防
対
策
の
推
進

生
活
環
境
︙
い
ち
か
わ
環
境
プ
ラ
ン
の
策
定
︑
水
質
浄
化
施
設
の
整

備

﹁
快
適
で
安
全
な
ま
ち
﹂
を
つ
く
る

消
防
・
防
災
︙
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
防
災

倉
庫
の
建
設
︑
地
域
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入
︑
大
柏

地
区
消
防
施
設
の
建
設
︑
消
防
車
両
等
の
充
実

治

水
︙
都
市
小
河
川
改
修
事
業
︑
幹
線
排
水
路
の
整
備
︑
排
水
機

場
の
整
備
︑
流
域
貯
留
施
設
等
の
設
置
︑
調
整
池
の
整
備

下
水
道
︙
公
共
下
水
道
の
整
備
（
市
川
南
︑
南
八
幡
︑
行
徳
︑
鬼
高
︑

信
篤
︑
妙
典
地
区
）︑
水
洗
化
の
促
進

廃
棄
物
︙
新
清
掃
工
場
の
建
設
︑
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
︑
余
熱

利
用
施
設
の
建
設

道
路
・
交
通
︙
都
市
計
画
道
路
の
整
備
︑
歩
道
の
整
備
︑
自
転
車
歩

行
者
道
の
整
備
︑
公
共
駐
車
場
の
整
備
︑
地
下
自
転
車
駐

車
（
マ
マ
）場

の
建
設

市
街
地
整
備
︙
市
街
地
再
開
発
事
業
の
推
進
︑
土
地
区
画
整
理
事
業

の
促
進
︑
地
区
計
画
制
度
の
導
入
︑
市
川
Ⅱ
期
埋
立
事
業

の
促
進
（
県
事
業
）

公

園
︙
住
区
基
幹
公
園
の
整
備
︑
都
市
基
幹
公
園
の
整
備
︑
都
市

緑
地
の
整
備

景

観
︙
親
水
緑
道
の
整
備
︑
河
川
環
境
整
備
︑
街
路
樹
の
植
栽
︑

公
共
施
設
の
緑
化

産

業
︙
工
業
の
生
産
基
盤
整
備
︑
商
店
街
の
活
性
化
︑
農
漁
業
の

振
興

ま
ち
を
つ
く
り
続
け
る

行
政
運
営
︙
組
織
管
理
の
適
正
化
︑
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︙
市
民
参
加
の
推
進
︑
広
報
公
聴
活
動
の
充
実

（﹃
市
政
概
要

平
成
七
年
度
版
﹄）

女
性
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
一
年
）︑
市
川
公
民
館
（
一
九
九
一
年
）︑
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
（
一
九
九
四
年
）︑
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
（
保

健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
一
九
九
八
年
）
の
開
設
︑
高
齢
者
福
祉
住
宅
の

完
成
（
一
九
九
三
年
）︑
い
ち
か
わ
環
境
プ
ラ
ン
の
策
定
（
一
九
九
四
年
）︑

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始
（
一
九
九
四
年
）
な
ど
︑
第
二
次
総
合
五

か
年
計
画
中
に
遂
行
さ
れ
た
施
策
は
多
い
が
︑
バ
ブ
ル
崩
壊
と
い
う
景
気

後
退
期
の
た
め
︑
計
画
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
施
策
も
あ
っ

た
︒ク

リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言
は
︑
市
制
施
行
六
〇
周
年
記
念
事
業
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〔1-4-2〕都市宣言の標柱

に
発
せ
ら
れ
て
い
る
︒
宣
言
は
︑
古
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を
有
し
︑
万
葉

集
に
も
登
場
す
る
緑
豊
か
な
市
川
の
地
の
歴
史
や
文
化
︑
自
然
を
継
承
し
︑

そ
れ
を
街
づ
く
り
に
活
か
し
な
が
ら
︑
本
当
に
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
市
川
市
の
新
た
な
意
思
表
示
だ
っ
た
︒
こ
の
宣
言
が
行
わ

れ
た
背
景
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
︑
市
川
市
民
の
環
境
に
対
す
る

関
心
の
変
化
で
あ
る
︒

2

快
適
な
環
境
を
求
め
て

時
を
少
し
巻
き
戻
そ
う
︒
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
に
か

け
て
︑
水
俣
病
・
第
二
水
俣
病
（
新
潟
水
俣
病
）・
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
・

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
四
大
公
害
病
ば
か
り
で
な
く
︑
日
本
各
地
で
発
生
し

た
様
々
な
公
害
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
︒
そ
の
後
︑
徐
々
に

産
業
型
公
害
は
改
善
さ
れ
て
き
た
が
︑
都
市
へ

の
人
口
集
中
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
︑
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
騒
音
︑
家
庭
排
水
が
引
き
起
こ
す

水
質
汚
濁
︑
日
常
生
活
の
な
か
か
ら
生
じ
る
近

隣
騒
音
な
ど
の
都
市
公
害
・
生
活
公
害
が
新
た

な
問
題
と
な
っ
て
き
た
︒
ま
た
︑
経
済
成
長
と

と
も
に
生
ま
れ
た
生
活
様
式
の
変
化
や
︑
大
家

族
か
ら
夫
婦
や
親
子
だ
け
で
形
成
さ
れ
る
核
家

族
化
へ
の
移
行
に
よ
り
︑
世
帯
の
分
離
が
起
こ

り
︑
家
計
単
位
は
増
加
し
た
︒
社
会
は
大
量
生

産
・
大
量
消
費
へ
と
展
開
し
︑
そ
の
結
果
︑
大

量
廃
棄
が
日
常
的
に
な
る
と
い
う
世
相
を
生
ん

で
い
っ
た
︒
そ
の
状
況
に
対
し
︑
人
々
は
環
境

に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
︒
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会合名 実施月 内容 参加者
春木川をきれいにする連絡協議会総会 5月 生活排水対策の説明 20
市川環境フェア 6月 講演会、環境絵画展、環境問題の啓発活動 10,400
ミニふれあい学習会 6月 水のはなし、ネイチャーゲーム 30
曽谷小学校家庭教育学級 7月 生活排水対策の説明、ビデオ上映 30
稲越自治会役員会 7月 生活排水対策の説明 30
春木川をきれいにする学習会 7月 生活排水対策の学習会、ビデオ上映 144
稲越自治会の取り組み 8月 啓発用品の配布 1,000

炭焼き自然体験キャンプ 8・9月 木炭による水質浄化実験、モデル地区活動の
説明 300

塩浜中学校家庭教育学級 9月 飲み水の問題、ビデオ上映 18
曽谷第6自治会組長会議 9月 生活排水対策の説明、モデル地区活動の説明 100
市川消費生活展 9月 生活排水対策の説明、パネル展示 4,500
四中祭 10月 パネル展示、啓発用品の配布 500
稲越自治会運動会 10月 啓発用品の配布 100
江戸川船上視察 10月 河川水質調査、生活排水対策の説明 31
家庭教育大会 11月 パネル展示、啓発用品の配布 200
みずアドバイザー研修会 11・12・1月 生活排水対策についての研修 10

みずアドバイザー見学会 2月 栗山浄水場、春木川水路浄化施設、菅野終末
処理場の見学 10

別
の
背
景
と
し
て
は
労
働
環
境
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
一
九
九
二

（
平
成
四
）
年
に
国
家
公
務
員
が
週
休
二
日
制
と
な
り
︑
民
間
企
業
の
勤

務
形
態
も
週
休
二
日
制
が
一
般
化
し
︑
家
族
の
な
か
の
親
世
代
の
余
暇
時

間
が
長
く
な
っ
た
︒
次
に
︑
段
階
的
な
実
施
を
経
な
が
ら
︑
二
〇
〇
二
年

に
は
公
立
小
中
学
校
や
高
等
学
校
の
多
く
で
学
校
週
五
日
制
（
週
休
二
日

制
）
が
導
入
さ
れ
た
︒
生
活
水
準
の
向
上
と
余
暇
の
増
大
に
伴
っ
て
生
ま

れ
て
き
た
も
の
が
︑
単
に
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
︑
快

適
な
生
活
環
境
や
地
域
に
良
好
な
自
然
環
境
を
求
め
る
と
い
う
市
民
の
新

た
な
要
求
＝
価
値
観
で
あ
っ
た
︒

市
川
市
は
︑
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
騒
音
・
振
動
・
地
盤
沈
下
な
ど

の
公
害
に
対
し
て
︑
測
定
地
を
設
定
し
て
正
確
な
状
況
の
把
握
に
努
め
た
︒

ま
た
産
業
系
排
水
に
対
し
て
は
法
律
や
条
例
な
ど
に
よ
り
規
制
や
指
導
を

行
っ
た
︒

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
な
ど
は
人
間
の
五
感
に
感
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
︑

そ
の
受
け
方
に
個
人
差
も
あ
る
が
︑﹁
被
害
が
直
接
的
で
あ
る
場
合
も
あ

り
最
も
日
常
生
活
に
関
係
の
深
い
問
題
で
あ
る
﹂（﹃
市
政
概
要

平
成
七

年
度
版
﹄）
と
し
た
上
で
︑
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
︑
工
場
や
事
業
所

に
は
新
設
時
に
事
前
指
導
を
実
施
し
︑
状
況
に
よ
り
改
善
指
導
な
ど
も
行

っ
た
︒
ま
た
︑
近
年
は
苦
情
の
発
生
源
が
産
業
で
は
な
く
︑
家
庭
生
活
で

あ
る
こ
と
も
多
く
︑
日
常
生
活
と
の
関
係
も
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
︒

こ
れ
ら
の
生
活
に
お
け
る
苦
痛
の
存
在
も
背
景
と
な
り
︑
市
民
が
快
適
な

（「（環境保全）その他の事業」『市政概要　平成7年度版』より作成）

〔1-4-3〕生活排水対策にかかる啓発（1994年度）
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〔1-4-4〕エコマップ

環
境
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
人
口
増
加
に
伴
う
環
境
悪
化
に
つ
い
て
は
︑
た
と
え
ば
増
大
す

る
生
活
系
排
水
に
対
し
て
︑
一
九
九
三
年
三
月
に
生
活
排
水
対
策
推
進
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
︒

一
九
九
四
年
三
月
︑
市
川
の
良
好
な
自
然
を
保
全
し
将
来
に
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
︑
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を
築
い
て
い
く
た
め
に
︑
身
近
な
生

活
環
境
か
ら
地
球
環
境
保
全
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
た
め
の
行
政
運
営
の
指
針
と
し
て
︑﹁
い
ち
か
わ
環
境
プ
ラ
ン
﹂
が
策

定
さ
れ
た
︒
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
基
本
理
念
は
︑﹁
市
民
の
健
康
と
安

全
を
守
る
﹂﹁
環
境
資
源
の
適
正
利
用
を
図
る
﹂﹁
快
適
な
環
境
の
確
保
と

創
造
を
図
る
﹂﹁
市
民
参
加
に
よ
る
快
適
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
﹂
の

四
点
で
あ
る
︒
そ
れ
を
指
針
と
し
て
︑
行
政
は
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

や
環
境
学
習
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
︒
し
か
し
︑
良
好
な

環
境
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
︑
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
の
主
体
的
な
姿

勢
が
必
須
で
あ
り
︑
1
︲
4
︲
3
に
あ
る
よ
う
に
︑
講
習
会
な
ど
を
繰
り

返
し
開
催
し
︑
市
民
や
団
体
の
参
加
も
得
て
き
た
︒

1
︲
4
︲
4
は
︑
第
二
次
総
合
五
ヵ
年
計
画
に
も
記
さ
れ
て
い
る
自
然

分
野
の
施
策
で
あ
る
エ
コ
マ
ッ
プ
で
あ
る
︒
エ
コ
マ
ッ
プ
は
平
成
初
期
の

自
然
環
境
の
状
況
を
︑
生
物
や
歴
史
︑
文
化
な
ど
の
情
報
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
︑
環
境
資
源
情
報
図
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
︒
レ
イ
ヤ
ー

シ
ー
ト
を
使
っ
て
︑
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て
お
り
︑
一
九
九
一
年
と
一
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九
九
二
年
の
二
回
発
行
さ
れ
︑
博
物
館
・
図
書
館
・
公
民
館
な
ど
の
市
の

施
設
や
小
中
学
校
な
ど
関
係
各
所
に
配
ら
れ
た
︒

こ
の
時
期
に
発
し
て
い
る
の
が
︑﹁
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言
﹂

で
あ
る
︒
宣
言
は
︑﹁
私
た
ち
市
川
市
民
は
︑
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
を
愛

す
る
心
を
も
ち
︑
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
中
で
︑
清
潔

で
︑
明
る
く
︑
緑
豊
か
で
住
む
こ
と
に
愛
着
の
も
て
る
ま
ち
の
実
現
に
全

力
を
傾
け
る
こ
と
を
誓
い
﹂
と
高
ら
か
に
謳
い
︑
文
化
を
生
み
出
す
礎
と

な
る
よ
う
な
良
好
な
環
境
を
作
る
た
め
に
も
︑清
掃
行
政
︑市
域
の
ク
リ
ー

ン
化
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

3

防
災
の
見
直
し

昭
和
四
〇
年
代
に
大
き
な
地
震
が
続
い
た
後
︑
約
五
〇
年
を
経
て
︑
一

九
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
十
七
日
の
早
朝
に
起
き
た
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
に
よ
り
︑
人
々
は
地
震
に
対
す
る
恐
怖
を
呼
び

覚
ま
さ
れ
た
︒
特
に
倒
壊
し
た
高
速
道
路
︑
拡
が
る
火
災
な
ど
震
災
被
害

の
映
像
は
︑
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
起
き
た
関
東
大
震
災
と
い
う

災
害
を
歴
史
的
事
項
の
名
前
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
現
代
人
に
︑
都
市
に

発
生
す
る
地
震
の
恐
怖
を
知
ら
し
め
︑
災
害
の
認
識
を
新
た
に
さ
せ
た
︒

ま
た
︑
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
︑

震
度
五
弱
以
上
の
余
震
が
何
度
も
起
き
︑
市
川
市
で
も
有
感
地
震
を
頻
繁

に
計
測
し
た
︒

そ
の
後
も
大
き
な
地
震
が
続
い
た
が
︑
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
は
︑

震
源
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
市
川
市
で
も
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
震
度
計
が

震
度
五
弱
を
計
測
し
た
︒
こ
の
と
き
︑
隣
接
す
る
浦
安
市
で
は
震
度
五
強

が
観
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
市
域
の
沿
岸
部
で
は
︑
そ
れ
に
近
い
揺

れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

こ
の
震
災
に
よ
り
︑
市
川
市
で
も
地
盤
液
状
化
や
建
物
の
倒
壊
・
破
損
︑

水
道
の
断
減
水
な
ど
直
接
的
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
︒
当
日
は
︑
首
都
圏

の
鉄
道
が
す
べ
て
運
休
と
な
っ
た
た
め
に
︑
帰
宅
困
難
者
・
滞
留
者
が
発

生
し
た
こ
と
︑
ま
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
被
災
を
は
じ
め
各
地
の

発
電
所
の
運
転
停
止
に
よ
り
電
力
供
給
が
減
少
し
た
た
め
︑
数
日
後
に
は

計
画
停
電
（
輪
番
停
電
）
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
︒

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
計
画
停
電
は
︑
地
区
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

わ
け
て
︑
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
設
定
さ
れ
た
時
間
枠
の
な
か
で
三
時
間
ほ
ど

停
電
に
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
も
の
で
︑
市
川
市
で
も
計
画
停
電
が
実
施

さ
れ
た
︒
当
初
は
関
東
地
方
を
中
心
と
す
る
一
都
八
県
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

地
域
で
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
︑
直
前
に
な
っ
て
東
京
二
三
区
の
ほ

と
ん
ど
の
区
で
は
実
施
が
見
送
ら
れ
た
︒
そ
の
た
め
︑
江
戸
川
の
東
岸
は
︑

信
号
も
消
え
︑
真
っ
暗
な
エ
リ
ア
が
で
き
る
な
か
︑
西
岸
は
電
気
が
煌か

が
や
い
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〔1-4-5〕柏井防災倉庫（個人蔵）

て
い
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
︒
川
ひ
と
つ
を
は
さ
ん
で
東
京
都
江
戸

川
区
に
隣
接
し
て
い
る
市
川
市
な
ら
で
は
の
光
景
で
あ
る
が
︑
聞
き
取
り

に
よ
る
と
︑
計
画
停
電
の
実
施
時
に
は
︑
江
戸
川
区
に
出
掛
け
て
時
間
を

過
ご
し
た
市
川
市
民
も
数
多
く
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

一
九
九
五
年
以
降
の
度
重
な
る
大
災
害
の
発
生
は
︑傷
を
負
っ
た
大
地
や
︑

イ
ン
フ
ラ
が
壊
滅
し
た
悲
惨
な
様
子
が
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
に
映
し
出
さ

れ
︑
同
時
に
被
災
地
で
の
救
助
活
動
の
尊
さ
や
︑
救
援
物
資
が
間
に
合
わ

な
い
な
か
︑
孤
立
し
た
人
々
が
協
力
し
て
苦
難
を
乗
り
切
っ
て
い
る
様
子

が
報
道
さ
れ
︑市
民
に
防
災
意
識
を
高
め
さ
せ
て
い
っ
た
︒
1
︲
4
︲
5
は
︑

災
害
応
急
物
資
器
材
を
備
蓄
す
る
た
め
に
︑
一
九
七
九
年
に
柏
井
町
二
丁

目
に
市
川
市
で
最
初
に
設
置
さ
れ
た
柏
井
防
災
倉
庫
で
あ
る
︒

1
︲
4
︲
6
に
あ
る
よ
う
に
︑
市
川
市
で
は
︑
一
九
九
〇
年
ま
で
に
八
か

所
の
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
い
る
が
︑
そ
の
後
︑
し
ば
ら
く
は
新
た
な
防

災
倉
庫
の
設
置
が
な
い
︒
こ
の
八
か
所
の
防
災
倉
庫
の
設
置
場
所
が
本

庁
・
大
柏
・
行
徳
地
区
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
防
災
対
策
と
し
て

は
一
段
落
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
翌
月
に
開
か
れ
た
平
成
七
年
二
月
市
議
会
定
例
会
で
の
施
政
方
針
演
説

に
お
い
て
︑
当
時
の
市
長
で
あ
る
高
橋
國
雄
が
︑

東
海
地
震
や
首
都
圏
で
の
地
震
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
今
日
︑
本

市
で
は
他
に
先
駆
け
て
直
下
型
地
震
を
想
定
し
︑
被
害
想
定
調
査
を
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設置年度 設置名 設置場所 構　　造 面積（㎡）

1979 柏井防災倉庫 柏井町2丁目844番地 鉄筋コンクリート造1階 90.00

1981 須和田防災倉庫 真間5丁目1番13号 鉄筋コンクリート造1階 45.00

1982 相之川防災倉庫 相之川1丁目6番 鉄筋コンクリート造1階 87.77

1984 北方防災倉庫 本北方3丁目19番16号 鉄筋コンクリート造1階 41.50

1985 塩浜防災倉庫 塩浜4丁目3番1号棟 鉄筋コンクリート造1階部分 66.15

1986 大洲防災倉庫 大洲4丁目18番1号 鉄筋コンクリート造1階 41.50

1988 曽谷防災倉庫 曽谷6丁目10番1号 鉄筋コンクリート造1階 40.80

1990 国分防災倉庫 中国分1丁目22番1号 鉄筋コンクリート造2階部分 50.00

1996 塩浜第二防災倉庫5号棟 塩浜4丁目2番5号棟 鉄筋コンクリート造1階部分 334.10

1996 塩浜第二防災倉庫9号棟 塩浜4丁目2番9号棟 鉄筋コンクリート造1階部分 281.46

1998 妙典防災倉庫 妙典2丁目14番2号 鉄筋コンクリート造1階部分 74.57

2004 大洲防災公園備蓄倉庫 大洲1丁目18番 鉄骨造1階部分 334.00

2005 信篤防災倉庫 高谷1丁目8番3号 計量鉄骨造1階 52.99

2010 広尾防災公園備蓄倉庫 広尾2丁目3番2号 鉄骨2階建 320.00

2014 大野防災倉庫 大野町4丁目2161番4号 鉄骨1階建 281.55

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
︑
今
回
の
大
震
災
を
踏
ま
え
て
︑
改
め

て
地
震
被
害
想
定
調
査
及
び
地
震
防
災
計
画
の
見
直
し
に
着
手
す
る

と
と
も
に
︑
新
年
度
予
算
に
お
い
て
防
災
対
策
の
充
実
︑
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
︑
消
防
水
利
の
整
備
及
び
緊
急
物
資
の
備
蓄
等
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
︒

（﹃
市
政
概
要

平
成
七
年
度
版
﹄）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
に
危
機
感
を
持

ち
︑
さ
ら
な
る
防
災
対
策
の
充
実
を
図
る
よ
う
施
策
が
な
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
︒

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
は
︑
新
た
に
七
か
所
の
防
災
倉
庫
が
設
置
さ

れ
︑
現
在
︑
そ
の
う
ち
の
六
か
所
が
稼
働
し
て
い
る
︒
新
設
さ
れ
た
防
災

倉
庫
は
︑
行
徳
地
区
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
る
が
︑
特

徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
︑
そ
の
規
模
で
あ
ろ
う
︒
阪
神
・
淡
路
大
震

災
発
生
以
前
に
設
置
さ
れ
た
防
災
倉
庫
八
か
所
の
面
積
を
合
計
す
る
と
︑

四
六
二
・
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
︑
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
か
ら

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
六
か
所
の
面
積
の
合
計
は
︑一
三
九
七
・

一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
︑
一
九
九
〇
年
段
階
と
比
較
す
る
と
︑
市
川

市
の
防
災
倉
庫
は
四
倍
の
面
積
を
有
す
る
規
模
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

他
に
も
市
内
小
中
学
校
に
備
蓄
倉
庫
を
計
画
的
に
設
置
し
て
い
る
︒

一
方
︑
消
防
は
︑
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
一
九
九
五
年
に
︑

（「防災倉庫」『市政概要　平成27年度版』より作成）

〔1-4-6〕市域の防災倉庫（2016年度）



第１章　現代市川のすがた

60

大
災
害
が
起
き
た
場
合
の
人
命
救
助
・
初
期
消
火
・
救
急
応
急
処
置
・
情

報
収
集
用
と
し
て
赤
バ
イ
︑
消
防
機
動
二
輪
車
の
計
二
一
台
を
各
署
所
へ

配
置
し
て
い
る
︒
二
〇
一
四
年
に
は
︑
大
規
模
な
災
害
や
事
故
に
対
応
す

る
た
め
に
高
度
救
助
隊
を
発
足
さ
せ
︑
東
消
防
署
に
配
置
し
た
︒

市
川
市
の
消
防
は
︑
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
以
降
︑
東
消
防
署
・

西
消
防
署
・
南
消
防
署
・
北
消
防
署
お
よ
び
中
山
分
遣
所
・
行
徳
分
遣
所
・

高
谷
分
遣
所
・
国
府
台
分
遣
所
・
新
田
分
遣
所
の
四
署
五
分
遣
所
体
制
で

あ
っ
た
が
︑当
時
の
北
消
防
署
は
曽
谷
に
あ
り
︑大
柏
地
区
に
は
消
防
署
・

分
遣
所
が
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
は
︑
大
野

分
遣
所
が
設
置
さ
れ
︑
さ
ら
に
︑
二
〇
一
〇
年
四
月
に
南
消
防
署
広
尾
出

張
所
（
一
九
九
九
年
に
名
称
を
分
遣
所
か
ら
出
張
所
に
改
称
）
を
設
置
し
︑

四
署
七
出
張
所
体
制
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
︑
二
〇
一
一
年
に
北
部
の
大
野

町
四
丁
目
に
北
消
防
署
を
移
転
し
︑
大
野
出
張
所
を
廃
止
︑
そ
れ
ま
で
北

消
防
署
が
あ
っ
た
曽
谷
の
施
設
を
北
消
防
署
曽
谷
出
張
所
と
し
︑
消
防
体

制
の
充
実
を
図
っ
た
︒

ま
た
︑
海
と
川
に
囲
ま
れ
︑
水
上
交
通
が
可
能
な
市
川
市
に
は
︑
国
土

交
通
省
に
よ
り
江
戸
川
に
市
川
緊
急
用
船
着
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
︒
緊

急
用
船
着
場
と
は
︑
災
害
発
生
時
に
堤
防
・
護
岸
な
ど
の
河
川
を
管
理
す

る
施
設
の
復
旧
活
動
に
必
要
な
資
材
や
機
材
︑
ま
た
都
市
の
大
規
模
復
旧

活
動
に
必
要
な
救
援
物
資
を
︑
水
上
か
ら
輸
送
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
︒

こ
れ
は
国
の
施
設
で
あ
る
が
︑
市
で
は
平
常
時
で
も
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
に
水
洗
ト
イ
レ
・
ベ
ン
チ
な
ど
の
休
憩
施
設
を
設
置
し
︑
国
と
自
治
体

と
が
連
携
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
︒

こ
の
よ
う
な
災
害
時
と
平
常
時
の
両
面
で
活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
︑

江
戸
川
に
面
し
て
︑
二
〇
〇
四
年
に
大
洲
防
災
公
園
が
︑
二
〇
一
〇
年
に

は
広
尾
防
災
公
園
が
開
設
さ
れ
た
︒
防
災
公
園
は
平
常
時
に
お
い
て
は
市

民
の
憩
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
︑
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
︑
一
時
避
難
場
所
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト

と
し
て
機
能
す
る
︒
ま
た
防
災
公
園
内
に
は
︑
前
述
の
防
災
倉
庫
も
大
規

模
な
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
︒

4

新
た
な
都
市
宣
言
「
健
康
都
市
い
ち
か
わ
」

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
十
一
月
三
日
︑
市
川
市
は
市
制
施
行
七
〇

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
︑﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
た
﹃
健
康

都
市
い
ち
か
わ
﹄
宣
言
﹂
を
行
っ
た
︒
1
︲
4
︲
7
は
︑
健
康
都
市
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
手
順
書
と
も
い
え
る
﹁
市
川
市
健
康
都

市
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
宣
言
は
︑
W
H
O
の
﹁
す
べ
て
の
人
々

に
と
っ
て
︑
で
き
る
限
り
高
い
健
康
水
準
を
享
受
す
る
こ
と
は
基
本
的
な

権
利
で
あ
る
﹂
と
い
う
精
神
に
基
づ
い
た
健
康
都
市
を
め
ざ
し
て
い
る
︒

W
H
O
の
考
え
る
﹁
健
康
﹂
と
は
︑﹁
病
気
で
な
い
と
か
︑
弱
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
︑
肉
体
的
に
も
︑
精
神
的
に
も
︑
そ
し
て
社
会



第４節　二一世紀を生きる

61

〔1-4-7〕『市川市健康都市プログラム概要版』（部分）

的
に
も
︑
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
﹂（
日
本
W
H
O
協
会
訳
）
で
あ

る
こ
と
と
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
身
体
も
心
も
快
適
を
保
ち
︑
質
の
高
い

生
活
を
過
ご
せ
る
状
態
を
い
う
︒
こ
の
考
え
に
基
づ
き
︑
W
H
O
は
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
︑
生
活
の
質
を
考
え
る
た
め
に
︑
医
療
に
限
定
し

た
活
動
で
は
な
く
︑
人
々
が
健
全
で
安
全
な
生
活
を
確
保
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
︒
市
川
市
の
健
康
都
市
宣
言
に
は
︑

﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
た
﹂
と
い
う
文
言
が
つ
い
て
お
り
︑
そ

れ
は
︑
こ
の
都
市
宣
言
が
身
体
の
み
な
ら
ず
︑
心
の
健
康
︑
そ
し
て
環
境

の
健
康
を
も
視
野
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
前
述
の
ク
リ

ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
都
市
宣
言
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
す
で
に
市
民
は

単
に
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
︑
快
適
な
環
境
を
求
め

る
こ
と
に
一
定
の
価
値
観
を
持
っ
て
お
り
︑
ヒ
ト
（
自
身
）
お
よ
び
︑
そ

の
生
活
空
間
も
含
め
て
﹁
健
康
﹂
で
い
ら
れ
る
よ
う
市
域
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

市
川
市
に
は
︑今
述
べ
て
き
た
﹁
W
H
O
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
た
﹃
健

康
都
市
い
ち
か
わ
﹄
宣
言
﹂
の
ほ
か
に
︑
も
う
ひ
と
つ
の
健
康
都
市
宣
言

が
あ
る
︒
1
︲
4
︲
8
は
︑
二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日

に
わ
た
っ
て
︑
市
川
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
健
康
都
市
連
合
国
際
大
会

（
第
一
回
は
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
チ
ン
市
︑
第
二
回
は
中
国
・
蘇
州
市
）
に

お
い
て
︑
十
月
二
十
五
日
に
千
葉
光
行
市
長
（
当
時
）
が
﹁
健
康
都
市
市

川
宣
言
﹂
を
行
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
︒
大
会
の
テ
ー
マ
﹁
健
康
で
安
全



第１章　現代市川のすがた

62

〔1-4-8〕健康都市市川宣言を行う千葉光行市長

な
都
市
社
会
︱
そ
れ
を
実
現
す
る
健
康
都
市
の
取
り
組
み
﹂
に
対
し
て
︑

参
加
し
た
都
市
・
ま
ち
・
大
都
市
圏
・
行
政
組
織
・
地
域
・
学
術
団
体
が

活
発
な
議
論
を
行
い
︑
健
康
都
市
の
あ
り
方
と
今
後
の
活
動
方
針
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
た
も
の
が
︑〝
い
ち
か
わ
〟
の
文
字
が
漢
字
で
表
記
さ

れ
る
﹁
健
康
都
市
市
川
宣
言
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
宣
言
に
は
︑第
一
条
に
﹁
健

康
で
安
全
な
都
市
社
会
の
実
現
の
た
め
︑
市
民
︑
地
域
グ
ル
ー
プ
︑
民
間

団
体
と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
る
﹂
と
あ
り
︑人
び
と
の
健
康
を
︑地
域
・

市
民
と
と
も
に
推
進
す
る
と
し
て
い
る
︒
こ
れ
が
︑
現
在
も
市
川
市
の
な

か
で
顕
著
に
み
ら
れ
る
﹁
協
働
﹂
と
い
う
活
動
を
示
し
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
健
康
都
市
に
関
す
る
宣
言
が
目
に
見
え
る
形
に
な
っ
た
も
の

の
ひ
と
つ
が
︑
市
内
数
か
所
の
公
園
で
あ
る
︒
か
つ
て
公
園
で
は
子
ど
も

た
ち
の
遊
具
が
な
ら
び
︑
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
遊
び
も
元
気
な
声
と
と
も
に

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
が
︑
昨
今
の
社
会
事
情
か
ら
︑
遊
具
は
減
り
︑
ま

た
ボ
ー
ル
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
公
園
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
か
つ
て

公
園
の
主
役
だ
っ
た
小
学
生
も
︑
授
業
後
や
休
日
の
時
間
を
公
園
以
外
で

過
ご
す
こ
と
も
多
く
な
っ
た
が
︑
そ
ん
な
公
園
と
い
う
都
市
装
置
を
よ
り

有
意
義
な
空
間
に
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
の
が
︑
1
︲
4
︲
9
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
健
康
遊
具
で
あ
る
︒
散
歩
の
お
り
に
お
と
な
が
気
軽
に
身
体
と

向
き
合
え
る
よ
う
︑
背
の
ば
し
ベ
ン
チ
や
ぶ
ら
下
が
り
器
具
︑
腹
筋
ベ
ン

チ
︑
足
の
裏
を
刺
激
す
る
健
康
快
道
な
ど
が
公
園
の
風
景
に
違
和
感
な
く

溶
け
込
ん
で
い
る
︒
1
︲
4
︲
01
の
﹃
広
報
い
ち
か
わ
﹄（
一
四
七
四
号
）
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〔1-4-9〕健康遊具のある公園
（個人蔵）

みどり整備課長

広
告

　公園の遊具は、今や子どもだけのものではありません。
　ブランコやすべり台など、往年の人気遊具の中にあって近ごろ存在感を
高めている「健康遊具」は、筋力増強、持久力や柔軟性を養うものなど種類
もさまざま。
　散歩の途中にちょっと公園に立ち寄って、健康遊具を使って気軽に健康づ
くりをしませんか？

（みどり整備課）

公園を健康づくりの場に
　「健康都市いちかわ」を目指す市川市では、公園を子どもから大人まで幅広い
方々に利用していただくために健康遊具の設置を進めています。
　ひとつの公園にいくつかのタイプの健康遊具と、休憩ができるベ
ンチを設置することで、さまざまな運動をまとめて行えるように
計画しています。今後は多くの方が気軽に利用できるよう
に、市民のみなさんのご協力をいただき、健康遊具を市内
の主な公園にバランス良く設置していく予定です。

外の空気に触れて身体を動かすことが健康づくりの
一歩になります。お子さんやお孫さんと一緒に公園に出
かけた時など、気軽に健康遊具を利用していただきたい
と考えています。

□準備運動・整理運動をしっかりと　□体調・体力に合わせて無理のないペースで

□運動しやすい服装と靴で　　　　□遊具ごとの正しい使用方法で

健 康 遊 具 ご紹 介

　市民、企業などを対象に健康遊具や
ベンチの寄附を募集します。
　設置する健康遊具に寄附者の名前
やメッセージを入れた真

しんちゅう

鍮製の記念プ
レートを取り付けます。人生の節目や団
体の設立記念などの折にメモリアル遊
具はいかがでしょうか。

場　　　所　里見公園、駅前公園
健康遊具など　① 背伸ばしベンチ　② 腹筋ベンチ　③ ぶらさがり器具
　　　　　　④ 平均台　⑤ 踏み台　⑥ 肘掛け付きベンチ
寄 附 金 額　1基当り15〜17万円
記念プレート　バラ、松、レッサーパンダ、無地の４種類から選択

募集期間
7月1日（月）〜8月30日（金）まで（消印有効）
※寄附者多数の場合は、抽選で決定
応募方法
みどり整備課または市公式Webサイトで配布の
寄附申出書と寄附申出明細書に必要事項を書
き、同課に持参または郵送
問い合わせ先　☎332-8774同課

みなさんの寄附で健康遊具などを新しく設置します

座りながら、また反対側に立っ
て、椅子の背に体を沿わせて
ゆったりもたれましょう。
効果 腹部・背中のストレッチ、
リラクゼーション

つま先をパイプの下に入れて
腹筋運動をしましょう。必ずひ
ざを曲げて無理のない姿勢で
行いましょう。
効果腹部の筋力アップ

手すりにつかまってステップ
を昇り降りしましょう。
効果 足腰の筋力・柔軟性アッ
プ、土踏まずの刺激

ぶら下がって懸垂したり足を
曲げてみましょう。
効果  肩・胸・背中の筋肉の柔
軟性アップ、腕・肩・腹の筋力
アップ

手すりにつかまって正しい姿
勢で歩きましょう。
効果 バランス感覚アップ、肩・
背筋・脚部背部の筋力アップ

ハンドルにつかまりながら脚
を前後に動かしましょう。
効果足腰の筋力アップ

ボートこぎの要領で全身を屈
伸し、ハンドルを前後に押し
引きしましょう。
効果全身のエクササイズ

ふりふり

ハンドルにつかまりながら揃
えた脚でステップを左右に振
りましょう。
効果 バランス感覚アップ、脇
腹の筋力アップ

こぎこぎ てくてく 平均台 踏み台 腹筋ベンチ 背のばしベンチぶらさがり器具

健康遊具を使う前に

健康遊具設置
公園マップ

H25.4.1現在

◀記念プレートのイメージ

広報いちかわ 2013年（平成25年）6月15日 No.1474 4広報いちかわ 2013年（平成25年）6月15日 No.14745

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

特 集 特集

No 公園名 遊具名

1 原木西浜公園

ウォールラダー
ジャンプビーム
パラレルバー
ボートこぎ
背のばしステーション

2 大野みどり公園 背のばしベンチ
腰ひねり棒

3 こぶし公園 ツイストツール

4 稲荷木２丁目公園
バランスビーム
ストレッチフープ
てくてく

5 平田公園

背のばしチェアー
前屈台
スプリングバー
てくてく

6 新川上公園 腹筋ベンチ

7 大洲防災公園

ボートこぎ
背のばしステーション
ツインバー
腹筋ベンチ
背のばしベンチ

8 里見公園

ボートこぎ
背のばしステーション
背のばしベンチ
背のばしベンチ（分園）

9 じゅんさい池緑地

背のばしベンチ
ラムダ
こぎこぎ
てくてく

10 さくら公園 背のばしチェアー
11 冨貴島公園 スプリングバー
12 みずき公園 背のばしチェアー
13 たんぽぽ公園 背のばしチェアー
14 須和田公園 背のばしチェアー

体の設立記念などの折にメモリアル遊
具はいかがでしょうか。

踏み台 腹筋ベンチぶらさがり器具

健康遊具設置
公園マップ

H25.4.1現在

◀記念プレートのイメージ

西船橋

本八幡

原木中山

中山

鬼越

市川市役所

京成線 八幡
菅野

市川
真間

北国分

大柏出張所

市川大野

JR武
蔵

野
線

大町北総線松飛台

北総線

京葉道路

市川
JR総武線

真
間

川

妙典

行徳

行徳支所

東
京メト

ロ東
西

線

首
都

高
速

湾
岸

線

南行徳

市川塩浜市川塩浜

JR
京

葉
線

二俣新町

国府台

下総中山

江
戸

川

寄附募集
駅前公園

寄附募集
里見公園

N

No 公園名 遊具名
15 チューリップ公園 背のばしチェアー

16 常夜灯公園

ステップ
ウォールラダー
スウィングベンチ
リズムボード

17 東場公園

マルチジムバー
シットアップベンチ
バックストレッチャー
クロスカントリー柵付
レッグストレッチャー

18 福栄公園
ハンガーリング
ツイストボード
バーベルベンチ

19 塩浜第２公園

ふりふり
こぎこぎ
ふみふみ
きっくきっく
てくてく

20 東海面公園

背のばしチェアー
背のばしベンチ
馬とび
腹筋ベンチ

21 南行徳公園

ウォーミングアップ
パラレルバー
ハイジャンパー
エクササイズバー
背のばしベンチ
トレーナートリオ
バーベルベンチ
シットアップベンチ
スキッピングバー
プレスバーベル
クライミングバー
ウォーミングダウン

22 広尾防災公園
背のばしベンチセット
ひざこし
ぶらさがり

23
塩浜1号公園

（塩浜市民体育館
駐車場横）

ジャンピングボード
背のばしベンチ
腹筋ベンチ
平均台

24 行徳水辺の杜公園
背のばしベンチ
ツインバー
バランスビーム

25 すすき公園 スプリングバー

〔1-4-10〕健康遊具を伝える『広報いちかわ』1474号
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〔1-4-11〕いちかわオープンガーデン 2018春
（下は個人蔵）

に
は
︑
健
康
遊
具
設
置
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
︑
遊
具
の
使
い
方
や
注
意
点

を
告
知
し
て
い
る
︒

近
年
で
は
︑
市
川
市
が
﹁
住
ん
で
み
た
い
﹂﹁
住
み
つ
づ
け
た
い
﹂
と

思
え
る
魅
力
の
あ
る
街
と
な
る
よ
う
に
︑﹁
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
い
ち

か
わ
﹂
と
い
う
施
策
も
行
わ
れ
て
い
る
︒
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
市
民
や
事
業

者
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
︑
市
川
市
の
景
観
の
向
上
・
協
働
の
推

進
・
健
康
の
増
進
・
市
民
交
流
に
役
立
つ
と
し
︑
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
美
し
い
街
並
み
を
形
成
し
︑
彩
り
と
優
し
さ
溢
れ
る
街
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

ほ
か
に
も
個
人
や
団
体
の
庭
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑
季
節
の

折
々
に
1
︲
4
︲
11
の
よ
う
な
﹁
い
ち
か
わ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
﹂
を
開

催
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
通
し
て
人
と
人
を
つ
な
ぎ
︑

地
域
力
を
高
め
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
︑
日
頃
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
所
で
も
あ
る
︒
同
時
に
来
訪
者
に
は
市
川
市

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
︒
市
民
の
健
康
と
同
時
に
︑
市
も
ま
た
健
全
な
自
治
体
を
め
ざ
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
︒

か
つ
て
は
東
京
の
近
郊
農
村
地
帯
と
さ
れ
た
市
川
市
が
都
市
化
し
て
き

た
経
過
を
︑
統
計
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
概
観
し
て
き
た
︒

市
川
市
が
発
し
て
き
た
四
つ
の
都
市
宣
言
は
︑
市
川
市
が
ど
の
よ
う
な

都
市
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
︑
ど
う
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
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う
︑
い
わ
ば
自
治
体
と
し
て
の
意
思
表
明
で
も
あ
る
︒

市
川
市
は
現
在
︑
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
基
本
構

想
に
基
づ
き
︑
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
構
想
は
︑
二
〇
〇
一
年

か
ら
概
ね
二
〇
二
五
年
を
目
標
年
度
と
し
て
︑
人
間
尊
重
・
自
然
と
の
共

生
・
協
働
に
よ
る
創
造
を
基
本
理
念
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
︒
そ
こ
に
︑

め
ざ
す
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
︑﹁
と
も
に
築
く

自
然

と
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
る

文
化
の
ま
ち

い
ち
か
わ
﹂
で
あ
る
︒
未
来

の
市
川
市
が
︑
笑
顔
あ
ふ
れ
る
市
民
た
ち
の
暮
ら
す
街
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
期
待
し
た
い
︒




